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①流域の概要

由良川水系
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①流域の概要 ポイント 菊川水系
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○ 菊川水系は、静岡中西部の太平洋側に位置し、東の牧之原台地、西の小笠山丘陵に

挟まれた低平地を蛇行しながら南に流下し、下小笠川や牛淵川等多くの支川を合わ

せ、河口の遠州灘に流下する。菊川下流域一帯は、稜線と河岸砂丘に囲まれており、

内水氾濫が起こりやすい窪地状の地形特性を有する。

○ 上流域は、JR東海道新幹線や東名高速道路、国道1号等の日本の動脈となる、幹線

道路が集中して横断する地域である。また、静岡県では、お茶の生産量が全国の約4

割を占めており、菊川流域でもお茶の生産が多く行われている。

○ 平成18年に河川整備基本方針、平成29年に河川整備計画が策定され、堤防整備や

河道掘削、排水機場の整備などの治水対策を進めてきたが、令和元年10月の台風第

19号による洪水では戦後最大規模の降雨量を記録し、加茂水位観測所（上流域）や堂

山 水 位 観 測 所 （ 支 川 ： 牛 淵 川 ） な ど で 氾 濫 危 険 水 位 を 超 過 し た 。

また、牛淵川では11.5k付近で越水が生じ、黒沢川、江川においては内水氾濫により浸

水被害が発生した。

○ 流域環境としては、中上流域ではカワムツやメダカなどの生息が確認されている。下

流域では、カワムツ、メダカ、シロウオなどの貴重種が確認されている。
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流域の概要 流域及び氾濫域の概要

○ 粟ヶ岳を源とし、牧之原台地、小笠山丘陵に挟まれた平地を南に流下し、下小笠川や牛淵川等多くの支川を合わせ、遠州灘に注ぐ一級河川である。

○ 稜線と河岸砂丘に囲まれた菊川下流域一帯は、内水被害が起こりやすい窪地状の地形となっている。

菊川水系

地盤高平面図

B-B’ 断面

C-C’ 断面

横断地形図

（4.0k付近）

流域及び氾濫域の諸元

えんしゅうなだあわ が たけ おがさやまきゅうりょうまきのはら だいち

河床勾配

• 河床勾配は、上流で約1/300、中流は約1/400～
1/900、下流は約1/1,700～1/4,000である。

菊川縦断図

計画堤防高

計画高水位

最深河床高

平均河床高

流域図

凡 例

標高 50m未満

〃 50m～100m

〃 100m～200m

〃 200m～300m

〃 300m以上

流域面積(集水面積) ：158.0k㎡

（主要な地点加茂上流）：36.25k㎡23%)

（主要な地点堂山上流）：46.85k㎡(30%)

（国安基準地点上流）：149.42k㎡(95%)

幹川流路延長 ：28km 

流域内人口 ：約7万人（国勢調査より）

想定氾濫区域面積 ：約56k㎡ （国勢調査より）

想定氾濫区域内人口：約47千人（国勢調査より）

想定氾濫区域内資産額：約7,436億円（国勢調査より）

主な市町村 ：4市 菊川市、掛川市、島田市、御前崎市
おまえざきしまだ
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菊川流域

○ 静岡市

浜松市
○ ○ 菊川市

降雨特性

• 流域の年平均降水量は約
2,000mmであり、全国平均（約
1,700mm）の約1.2倍である。

• 平野部で約1,800mm～
1,900mm、山間部で約2,100mm
となる。

土地利用

• 森林等が約30%、水田・茶畑が
流域の約45%、市街地が約
21%を占める。

• 人口資産は上流部に集中
• 静岡県のお茶の生産量は全国

の約4割を占めており、菊川流

域でもお茶の生産が多く行われ
ている。

粟ヶ岳近辺の茶畑

土地利用状況(R3） 出典：令和3年国土数値情報

産業

あわ が たけ
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平均年降水量（H15～R5）平均降年水量分布図（H15～R5）
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• 静岡県のお茶の生産量は全国の約4割を占めて

おり、菊川流域でもお茶の生産が多く行われてい
る。



 標高5m以下の旧湿地とその下流側の標高15m程度まで
達する砂丘が分布する区域で、住宅地や水田を流下。
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流域の概要 流域及び氾濫域の概要

○ 河口部は海岸砂丘が形成され堤内地盤高が高く、中下流部は低平地が広がりお盆のような地形である。このため、菊川下流域一帯は、内水被害が起こりやす
い窪地状の地形をなしており、過去より浸水被害が頻発している。

○ 上流部では、標高500m付近の源流から標高25m程度までの丘陵地を流下する区域で、人工林や茶園としての利用が進んでいる。

菊川水系

流域図と地形②中下流部（約0.2k～11.0k）
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 中流域は、JR菊川駅、東名高速道路の主要交通網や、
住宅地等が多くみられる。
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 上流域は、標高500m付近の源流から標高25m程度
までの丘陵地を流下する区域。

 河口部は海岸砂丘が形成され堤内地盤高が高く、
中下流部は低平地が広がりお盆のような地形。

 菊川下流域一帯は、内水被害が起こりやすい窪地
状の地形をなしており、過去より浸水被害が頻発し
ている。

 中流域は、標高25m付近から下流の氾濫平野を流
下する区域であり、旧河道も多く、自然堤防も分布。

④河口部（約0.2k～3.0k）

①上流部（約16.0k～17.0k）

③中流部（約13.0k～14.0k）
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○ 沿川市町村の人口は近年減少傾向である。

○ 菊川流域は、JR東海道新幹線、JR東海道本線、東名高速道路、国道1号、国道150号等の日本の動脈となる、幹線道路が集中し横断している。

主な沿川市町村※1の人口の推移※2

※1 主な沿川市町村：菊川市、掛川市
※2 出典：統計センター静岡

地域の重要交通網

流域の概要 沿川市町村の人口の推移、地域の開発状況 菊川水系
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凡 例
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大臣管理区間



各地域の自然環境、歴史・文化、医療・福祉、商業活動、地域性等の
特性を踏まえ、「多極ネットワーク型コンパクトシティ」の構築を目指す。

各地域の自然環境、歴史・文化、医療・福祉、商業活動、地域性等の
特性を踏まえ、「多極ネットワーク型コンパクトシティ」の構築を目指す。

流域の概要 まちづくり、住まい方の取組（立地適正化計画）

菊川市の居住誘導区域 掛川市の居住誘導区域

出典：菊川市ホームページ 「立地適正化計画」に一部追記

居住を誘導すべき区域

都市機能誘導区域を含む区域

一定以上の人口が集積している区域

拠点となる場所に容易にアクセスできる区域

計画的な市街地形成が図られてきた区域

■居住誘導区域の考え方

「居住誘導区域」や「都市機能誘導区域」を定め、この区域内に
居住や都市機能を誘導し、生活に必要な機能や居住を各拠点に
ゆるやかに集約させ、拠点間を公共交通で結ぶといった「コンパ
クト+ネットワーク」の都市づくりを推進。

「居住誘導区域」や「都市機能誘導区域」を定め、この区域内に
居住や都市機能を誘導し、生活に必要な機能や居住を各拠点に
ゆるやかに集約させ、拠点間を公共交通で結ぶといった「コンパ
クト+ネットワーク」の都市づくりを推進。 居住誘導区域は、人口減少下であっても一定のエリアで人口密度を同水準に維持することにより、

歴史・文化的資源や生業の継承が図られ、生活サービスやコミュニティが維持されるよう居住を誘導
する区域として、用途地域（市街地ゾーン）内に配置。

■居住誘導区域の考え方

【区域設定のイメージ図】

出典：掛川市公式ホームページ 「立地適正化計画について」

【居住誘導区域図】

居住誘導区域から除外する区域

自然環境等の保全の観点から法的に居住の制限のある区域

災害の危険性の高い区域

産業振興を図る区域を除外

居住を考慮すべき区域

災害リスクのある区域

工業系土地利用を維持する区域

○ 被害対象を減少させる為の対策として、「立地適正化計画」において防災指針の導入を検討しており、菊川市、掛川市ともに今後策定予定である。

○ 立地適正化計画では、居住誘導区域を設定する上で、砂災害特別警戒区域、急傾斜地崩壊危険区域、地すべり防止区域など災害リスクのある区域や工業や
産業の区域などを除外している。

菊川水系
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掛川市では、「希望が見えるまち・
誰もが住みたくなるまち掛川～人、
自然、都市が調和・共生し、活力とう
るおいのあるまち～」を目指し、平成
30年3月に立地適正化計画を策定。

防災指針は今後策定予定。

黒沢川流域

菊川浸水想定区域（想定最大規模）
浸水深2m以上

【居住誘導区域図】

菊川市では、「拠点の魅力と利便
性の向上により働き盛りの人々に選
ばれるまち（なか）へ」をまちづくり方
針とし、住みやすいまちの実現を目
指し、令和3年4月に立地適正化計
画を策定。

防災指針は今後策定予定。

菊川浸水想定区域（想定最大規模）
浸水深3m以上

浸水想定区域の取り扱いについて、
浸水深２ｍ以上を除くこととするが、周辺
を居住誘導区域に囲まれ土地利用の連
続性が失われる箇所で、かつ周辺が浸水
想定区域でなく容易に避難可能な箇所は
除外しない。

浸水想定区域の取り扱いについて、浸
水深３ｍ以上を除く。

菊川

牛淵川

菊川

牛淵川



流域の概要 動植物の生息・生育・繁殖環境の概要

○ 菊川河口部～下流域では、干潟を生息域とするサギ類やハゼ類、ヨシ原に依存するオオヨシキリ等が生息・繁殖している。

○ 菊川中流部では、瀬・淵やツルヨシの繁茂する緩流域環境が形成され、カマキリやドジョウ、ミナミメダカ等の魚類が生息し、ミゾコウジュ等の植物が生育する。

○ 菊川上流部では、瀬・淵に生息するアカザやカワヨシノボリ、カワムツ等が生息し、砂礫河原にはイカルチドリ等の鳥類が生息している。

○ 支川では、緩やかな流れや小川等を好むミナミメダカやホトケドジョウが確認されている。

菊川水系

菊川中流域の環境菊川河口部～下流域の環境

支川（牛淵川・下小笠川）の環境菊川上流域の環境

ヒモハゼ(環NT、静VU)

【重要種】魚類：トビハゼ、ヒモハゼ
【主な環境目標】干潟やヨシ原の保全・創出

 菊川河口部～下流域は干潟やヨシ原が多く分布しており、希少性の高いサギ類やハ
ゼ類、ヨシ原に依存する鳥類等が生息・繁殖している。特に河口部は、河口砂州と小
規模な干潟、ヨシ原が広がる良好な塩性湿地環境が形成されている。そのため河川改
修の際には、干潟・ヨシ原の保全・創出を図る必要がある。

 鳥類の集団分布地として利用されている箇所がみられるため、工事等は利用時期（シ
ギ・チドリ：4月～6月および10月～11月、カモ類：12月～2月）に留意する必要がある。

カマキリ（環VU、静NT） ミゾコウジュ（環NT、静NT）ドジョウ（環NT、静DD）

【重要種】魚類：カマキリ、カワムツ、ミナミメダカ
植物：ミゾコウジュ

【主な環境目標】瀬・淵や自然な水際環境の保全・創出

 床止工、低水護岸等、構造物が多く存在しながらも湛水域、早瀬環境、ツルヨシの繁茂する深みなど環境が形成され
ていることから、速い流れを好むカマキリや緩やかな流れを好むカワムツやミナミメダカなど多様な重要種が生息でき
る環境となっている。また、植物では、攪乱された河川環境に生育するミゾコウジュといった重要種が生育している。
河川改修等にあたっては、このような地区全体としての多様性を保全する必要がある。

 アユの産卵の時期（11月頃）においては、工事による濁水が流入しないよう留意する必要がある。

イカルチドリ（静NT）

アカザ(環VU、静EN)

ミナミメダカ
（環VU、静VU）

ホトケドジョウ
（環EN、静VU）

【重要種】魚類：アカザ、カワヨシノボリ
鳥類：イカルチドリ

【主な環境目標】瀬・淵や砂礫河原の保全・創出

 比較的低水路の自由度が高いため、右岸の水際はツ
ルヨシが生育し、早瀬環境等、良好かつ多様な環境
が形成されている。瀬や淵が明瞭な河川に生息する
アカザやカワムツ、砂礫底を好むカワヨシノボリなどが
生息し、砂礫河原にはイカルチドリが生息している。

 河川改修等にあたっては低水路の自由度を保ち、早
瀬、平瀬、淵等の環境を保全・創出する（低水路幅の
確保等）必要がある。

【重要種】魚類：ミナミメダカ、ホトケドジョウ
【主な環境目標】自然な水際環境の保全・創出、魚類の移動性の確保

 牛淵川：水際環境は木工沈床となっている箇所が多いが単調であり、右岸側の一部で植生と連続した水際環境が形
成されており、カワムツやミナミメダカの小型のまとまった個体群の生息がみられる。また、外来種も多く確認されてい
ることから、河川改修等にあたっては、小型の在来種の隠れ場となる多様な水際環境を保全・創出する必要がある。

 下小笠川：平成元年から平成16年頃にかけて、 0～2k付近で捷水路事業が行われた。本事業による横断構造物は魚
類の遡上が可能な構造となっており 、縦断的な連続性がみられている。また、支川のみで確認されているホトケドジョ
ウは、小規模な改変の影響を受けやすい小川や水路などを生息環境としており、河川改修の際には自然な水際環境
の保全・創出を図る必要がある。

トビハゼ(環NT、静CR)菊川0.9～1.1k

干潟

ヨシ原

菊川16.1～16.2k菊川16.8～17.0k

砂礫河原瀬・淵

菊川9.5k付近

嶺田堰

水際環境

瀬・淵

牛淵川11.6k付近

瀬・淵
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流域の概要 近年の降雨量・流量の状況

○ 菊川（国安地点）では、昭和57年9月出水により観測史上最大の流量を記録した。令和元年10月出水では、昭和57年9月豪雨を上回る降雨量が発生した。

○ 流況について、豊水、平水、低水、渇水流量はわずかに上昇傾向が見られるものの、近年では経年的に大きな変化は見られない。
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基本高水流量配分図（菊川）年最大12h雨量の経年変化（菊川（国安）上流域）

観測史上最大

約274mm（R1.10）

河川整備

基本方針策定

年最大流量の経年変化（菊川（国安））

＜凡例＞
単位
■
●

：m3/s
：基準地点
：主要な地点

現計画

基本高水のピーク流量1,500m3/s

観測史上最大(氾濫戻し)
約1,430m3/s（S57.9）

河川整備

基本方針策定

※氾濫戻し流量

黒沢排水機場

完成

与惣川、江川

排水機場

完成

【出典：菊川水系河川整備基本方針（H18.2）】

菊川水系
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○ 昭和8年の直轄事業着手以降、大規模な洪水被害の発生や流域の社会経済の発展を踏まえて、治水計画の見直しを行い、様々な事業を実施してきた。

過去の主な洪水と被害の状況

9

菊川

昭和 8年 直轄事業着手 （国安：660m3/s） （内務省直轄の時局匡救事業に着手）

大
正
・
昭
和

平
成

令
和

主な洪水と治水計画

昭和57年9月洪水（台風第18号）支川（牛淵川、下小笠川、丹野川、黒沢川）

昭和13年8月洪水（前線） ほぼ全川にわたり氾濫、被災家屋：848戸

昭和13年 菊川、牛淵川の捷水路工事着手

昭和49年 菊川中流部の引堤に着手（3.3k～6.0k）

昭和27年 総体計画の策定 （国安：1,000m3/s）

昭和29年9月洪水（台風第14号） 国安流量：約780m3/s、被災家屋：576戸

昭和42年 一級河川に指定

昭和43年7月洪水（梅雨前線） 国安流量：約690m3/s、被災家屋：401戸

昭和47年7月洪水（台風、梅雨前線） 国安流量：約670m3/s、被災家屋：24戸、浸水区域：39ha

昭和49年 工事実施基本計画の改定 （国安：1,500m3/s）

昭和43年 工事実施基本計画の策定 （国安：1,000m3/s）

昭和50年 直轄区間を延伸

昭和53年 菊川下流部の引堤に着手（0.4k～1.5k）

昭和55年 菊川河口部の導流堤整備に着手（0.4k～1.5k）

昭和57年9月洪水（台風第18号） （観測史上最大） 国安流量：約1,430m3/s、被災家屋：2,095戸、浸水区域：816ha

昭和58年 菊川中流部右岸の引堤に着手（3.3k～6.0k）

平成 1年 下小笠川捷水路整備に着手

平成10年9月洪水（秋雨前線） （観測史上第2位） 国安流量：約1,200m3/s、被災家屋：345戸、浸水区域：476ha

平成15年 菊川下流部河道掘削に着手

平成29年 河川整備計画の策定 （国安：1,200m3/s）

平成18年 下小笠川捷水路完成

昭和57年 黒沢川排水機場 1期工事完成（2.5m3/s）

昭和63年 黒沢川排水機場 2期工事完成（2.5m3/s）

平成 8年 与惣川、江川排水機場完成（各6.0m3/s）

平成13年 菊川高潮堤防整備着手

平成26年10月洪水（台風第18号） 国安流量：約800m3/s、被災家屋：2戸、浸水区域：25ha

令和元年10月洪水（台風第19号） 国安流量：約1,010m3/s 、被災家屋：148戸、浸水区域：47ha

令和 3年 7月洪水（梅雨前線） 国安流量：約570m3/s 、被災家屋：103戸 （全て内水被害）

令和 4年 9月洪水（台風第15号） 国安流量：約800m3/s 、被災家屋：30戸 （全て内水被害）

平成18年 河川整備基本方針の策定 （国安：1,500m3/s）

平成10年9月洪水（秋雨前線）

令和元年10月洪水（台風第19号）

菊川16～17k付近

約1,430m3/s
（国安地点 ※計算推定値）

15.0k付近：決壊氾濫箇所

菊川市加茂地区

約1,200m3/s（国安地点）

掛川市下土方地先

菊川市岳洋地区菊川市神尾地区

○菊川右岸17.0k付近の3箇所の決壊氾濫や
八王子橋（15.0k付近）が流失

○JR菊川橋付近において越水
○菊川市加茂地区等の内水被害が多い地域の浸水被害など、

流域全体に大きな被害が発生
○支川下小笠川では、第一城東橋が落橋

○支川牛淵川では、左岸11.5ｋ付近において越水
○支川黒沢川、江川において内水氾濫により浸水被害が発生

主な洪水被害

大正10年 菊川改修期成同盟会を結成

菊川水系



○ 菊川は、昔と比べても流路位置は大きく変わっていないが、昭和8年に改修工事に着手するまでは、全域にわたって河道が蛇行していた。

○ その後、昭和13年8月の洪水を契機に蛇行部のショートカットなどが実施され、さらに昭和49年以降、工事実施基本計画に従った引堤などの整備が進められ、
現在の菊川が形成された。

備考捷水路短縮河川延長(km)
河川名

箇所数延長平成16年大正8年

S30頃完成21 3.8km28.0km31.8km菊川

S36頃完成17 2.4km15.3km17.7km牛淵川

S20頃完成3 0.3km6.8km7.1km丹野川

H16完成1 0.4km9.3km9.7km下小笠川

42 6.9km59.4km66.3km合 計

昭和10年頃 菊川 0.0k～1.2k、3.2k～4.8k
牛淵川 0.0k～5.4k

昭和20年頃 丹野川 1.0k～1.7k付近
昭和30年頃 菊川 8.8k～14.2k

牛淵川 1.0k～3.2k
7.0k～11.4k

平成４年～１６年 下小笠川 0.0k～1.8k

捷水路整備

■昭和10年頃からこれまでに42箇所も
の捷水路整備が実施され、スムーズに

「流す」対策が進められてきた。

10

12km

昭和62年撮影

昭和８年撮影

床止工整備

■捷水路の整備に伴い河床が急
勾配となった。橋梁の基礎や既設
低水護岸の根固めの洗掘防止の
ため床止工の整備が進められて
きた。

主な洪水と治水対策 捷水路整備 菊川水系



主な洪水と治水対策 内水対策の取組

○ 近年も浸水被害が発生している黒沢川については、浸水被害を軽減するため、国、静岡県、菊川市で構成される「黒沢川浸水対策協議会（平成28年1月）」を設
置し、ハード・ソフト対策の実施・検討を行っている。また、令和元年10月洪水を受け、さらに流域治水の実効性を強化するため、国、静岡県、菊川市が連携して、
令和7年3月31日に特定都市河川の指定がなされ、令和7年度の流域水害対策計画策定を目指している。

菊川水系

排水機場整備

黒沢川流域の過去の浸水被害状況 黒沢川流域での取り組み

黒沢川排水機場

江川救急
内水排水機場余惣川救急

内水排水機場

◆排水機場位置図

黒沢川牛淵川

【静岡県】
河川整備等の推進 【菊川市】

貯留施設の設置

棚草川平川都市
下水路

【菊川市】
校庭貯留施設の設置

【国交省】
黒沢川の河川整備

床下浸水
（棟）

床上浸水
（棟）

浸水
面積
(ha)

流域平均雨量
[mm/12h]年

黒沢川流域

不明不明108269S57.9

不明不明35170H10.9

23224195H16.10

8117149H25.4

19245130H26.10

592221293R1.10

5046220R4.9

過去の浸水被害過去の浸水被害
■国、静岡県、菊川市で構成される「黒沢川浸水対策協議会（平成28年1月）」を設置し、ハード・ソフト対策の実
施・検討を行っている。
■さらに流域治水の実効性を強化するため、令和６年度の特定都市河川指定、令和７年度の流域水害対策計
画策定を目指している。

浸水被害状況（平成26年10月）
【菊川市】校庭貯留（岳洋中学校）

黒沢川浸水対策協議会 実施状況

菊川市下平川地先（浸水エリア約25ha）
※H26.10.6現地調査による。

【国】排水機場整備

浸水被害状況（平成26年10月）

浸水被害状況（令和元年10月）

浸水被害状況（令和元年10月）

排水量
（㎥/s）

完成施設名河川名

6平成8年与惣川救急
内水排水機場

菊川

6平成8年江川救急内水
排水機場

牛淵川

5昭和57
年

黒沢川排水機
場

丹野川
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河川環境の整備と保全 自然環境に配慮した捷水路工事

○ 下小笠捷水路事業では、旧下小笠川で最大2.3mの落差工があったことなどを踏まえ、当時の「多自然型川づくり」を考慮し多段式落差工による連続性の確保な
どの環境配慮が行われた。

○ その結果、捷水路より上流の回遊魚の種数は増加し、縦断連続性という観点では効果が見られた可能性がある。その一方、旧川区間と比較して、捷水路区間
内の淡水魚の種数が減少した。河道幅の減少や流路固定などが原因として考えられる。

○ 上記の検討結果や今後の継続的なモニタリングによる本取組みの評価、多自然川づくりの考え方を踏まえ、今後の河川整備事業において良好な自然環境の保
全・創出を図る。また、旧川については、公園整備などによる利活用を検討する。

菊川水系

捷水路設計当時の思想

捷水路完成前後の魚類相の変化（H15→H25）

旧川部の活用

平成18年 令和７年魚類の種数ベースでの比較

捷水路完成前後の環境変化

○ 河道幅や流路が限定されている。

○ 経年変化によってツルヨシが繁茂している。
○ 魚類の移動性確保によって、上流側での回遊魚の種数は、現在（捷水路完成後）の方が多い。

○ 一方、河道幅減少や流路固定によって、淡水魚の種数は、H25における捷水路に比べ、H15における旧川の方が多い。

○ 下小笠川旧川は、廃川後に管理主体が自治体（掛川市）へ移
り、毎年少しずつ旧堤を撤去している。

○ 地元からは公園整備の要望がでており、掛川市として、旧堤撤
去が完了した箇所から公園等として暫定的な利活用できるよう
検討を進めていく予定。

○ 河川管理者として、生物多様性の面から、旧川の河川環境情
報等を提供しながら良好な環境を創出できるよう連携していく。

※確認された魚類の例
・回遊魚：ニホンウナギ、ボウズハゼなど
・淡水魚：カマツカ、タモロコなど

：調査地点

回遊魚

淡水魚

○ 「上流部」～「下流部」の淡水魚の種数は、
過去（旧川）の方が多い。

→河道幅減少や流路固定によって、多様な魚類の
生息場としての機能は低下している可能性

○ 「上流部」～「下流部」の淡水魚の種数は、
過去（旧川）の方が多い。

→河道幅減少や流路固定によって、多様な魚類の
生息場としての機能は低下している可能性

○ 「捷水路上流」地点での回遊魚の種数は、現在（捷水路完
成後）の方が多い。

→多段式落差工による連続性確保による効果の可能性

○ 「捷水路上流」地点での回遊魚の種数は、現在（捷水路完
成後）の方が多い。

→多段式落差工による連続性確保による効果の可能性

捷水路旧下小笠川

捷水路旧下小笠川

○ 下流部においては天井川で蛇行が著しく、過去度々破堤、内水被害が発生していた。そのため、平成元年度～平成17年度に「下小笠川捷水路事業」を実施し、その解消を図った。

○ 当時、平成２年から開始された「多自然型川づくり」を考慮し、堤防の法勾配を１：２～１：３の断面形状とするとともに、護岸への環境ブロックの活用、根固めへの木工沈床を活用、多段式落差工に
よる連続性の確保などの取組みを行った。

○ 現在の「多自然川づくり」の考え方（河道幅を確保して自然の営力を期待する、流路を固定しない、など）とは異なることから今後は、「多自然川づくり」による環境の保全・創出を図る。

H15（8-9月調査）

H15（8-9月調査）

H25（8-9月調査）

H25（8-9月調査） 12



A

河川環境の整備と保全 人と河川との豊かな触れ合いの場、景観、水質

○ 菊川水系の河川空間は、釣り、サーフィン、グランドゴルフ、散策やサイクリング、ホタル観賞等、憩いの場やレクリエーションの場として利用されている。

○ 菊川の水質については、近年、概ね環境基準を満たしている。牛淵川の水質については、環境基準を満足しない年がみられる。

人と河川との豊かな触れ合いの場、景観 水質

憩いの場・レクリエーション空間としての利用
○ 高水敷には公園等が整備されており、グラウンドゴルフ等のスポーツレクリエーション施設とし

て利用されている。また、マルシェの出店等のイベントに利用されている。
○ 河口域には総合運動公園やマリーナ、自転車道橋等が整備され、また富士山を望む良好な景

観を有しており、釣りやサーフィン、散策等、市民の憩いの場として利用されている。
○ 堤防天端の多くは道路整備されており、散策やサイクリング等に利用されている。
○ 流域内にはゲンジボタルの生息箇所があり、地元住民によるホタル観賞会が開催されている。

【現状】

○ 菊川水系の水質基準は、菊川が河川A類型、牛淵川が河川B類型となっている。

○ 菊川の水質（BOD75%値）については、近年、概ね環境基準を満足している。

○ 牛淵川の水質（BOD75%値）については、環境基準を満足しない年がみられる。

※令和4年に高田橋より下流の類型指定が
B類型から A 類型に見直しされた。

菊川水系
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菊川水系の水質（BOD75%値） の推移

菊川稲荷部川

青木前広場
（菊川市管理）

グラウンドゴルフ

菊川さくらマルシェ

釣り

サーフィン 出典：菊川市HP

１0ｋ

大東
マリーナ潮騒橋

菊川

大東
総合運動場

国道150号線

菊川文化会館
アエル

菊川

１３ｋ
菊川
IC 富士山を望む景観

出典：静岡県HP

サイクリング

西富田ほたるの里
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河川環境の整備と保全 人と河川との豊かな触れ合いの場、景観、利用

動植物情報の発信河川空間の利活用推進の取り組み

○ 国土交通省浜松河川国道事務所HPにて、「天竜川・菊川 総合学習ミニガイド［水生生物
編］」（H16.6発行）や「菊川に生育している動植物」（H15～H20調査）が公開している。

○ 菊川では水辺空間を活かしたまちづくりを推進するため、カフェ等の営利行為も含めた活用について、平成29年より社会実験を実施している。

○ 社会実験の一環として、菊川市観光協会により毎年「菊川桜マルシェ」を開催されており、飲食等の出店が並び、多くの来場客でにぎわっている。

○ 菊川の利活用を更に促進していくため、都市・地域再生等利用区域の指定による河川のオープン化を目指して、毎年「かわまちづくり協議会」を開催し、行政、民
間事業者等が集まって、利活用の推進に向けた意見交換を行っている。

○ 水辺の国勢調査の結果をとりまとめたガイドブックを作成・公表しており、環境学習等に利用されている。今後新たな調査結果に基づき随時更新を行っていくとと
もに、自然観察会などのイベントを検討していく。

出典：国土交通省浜松河川国道事務所HP

菊川水系

天竜川・菊川 総合学習ミニガイド［水生生物編］
（H16.6発行）

菊川に生育している動植物

出典：国土交通省浜松河川国道事務所HP

菊川桜マルシェの様子（R6.3.24）

社会実験の募集

菊川かわまちづくり協議会（R7.1.30）
水生生物調査の状況

出典：国土交通省浜松河川国道事務所HP

14



川口取水口（昭和43年完成）

遠州灘

牧之原市

菊川市

掛川市

御前崎市

国安

堂山

加茂

掛川市
給水人口
約12万人

菊川市
給水人口
約5万人

焼津市

藤枝市

島田市

袋井市

凡 例

流域界

市行政界

主要な地点

基準地点

大臣管理区間

受益市町界

大井川広域水道用水

水利用の現状（農業用水、上水道、工業用水） 菊川水系

大井川広域水道用水系統図

○ 菊川の農業用水は大井川からの導水に依存している。大井川用水は、松島分水工、東俣分水工で菊川本川へ分水した水を、直轄上流端となる菊川頭首工で
取水(最大2.226m3/s）し、下流農地へ供給している。

○ 菊川流域の上水道用水は、大井川広域水道用水事業から供給されており、大井川上流の長島ダムを水源（最大5.8m3/s）に、中部電力株式会社川口発電所で
放流された水を川口取水口から上水道用水として最大2.0m3/sを取水している。現状では菊川水系からの上水道の取水は無い状況である。

○ 菊川流域の工業用水は、大井川を水源とする東遠工業用水により供給されており、菊川水系を水源とする工業用水の取水は無い状況である。

上水道用水

川口取水口

松島分水工
（昭和37年完成）

東俣分水工
（昭和37年完成）

菊川頭首工
（昭和39年完成）

大井川用水系統図

農業用水

菊川頭首工
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河川環境の整備と保全 人と河川との豊かな触れ合いの場、景観、水質 菊川水系

○ 菊川水系の上水、工水、農業用水は、流域の地質に起因して河川水が白濁している大井川水系に依存していることもあり、河川の濁りが見られる。

○ 菊川および牛淵川のBOD値・総窒素は経年的に低下しており、水質は改善傾向である。

○ 菊川水系の河川利用は、堤防上の利用がほとんどであり、河川内の利用は少ない。今後、沿川自治体等と連携・調整を図りつつ、自然や水辺にふれあえる貴
重な河川空間を活かして河川利用を促進する取り組みを推進する。

河川環境モニターヒアリング結果（抜粋）

【水質】

○ 川には様々な野鳥がやってきている。残念なのは、アユが全然いなくなった
ことである。大井川用水を菊川本川に流すようになったことで、川の水が白濁
し低温になったことに加え、鯉の放流をしたことも関係していると考えられる。
魚釣りをする文化がなくなってしまった。（R3.4.7）

○ 菊川市の汚水処理整備率は上がっており、以前より水質的には良くなってい
ると思うが、牛淵川沿いは下水道が整備されておらず、いまだに単独浄化槽
の家もあるため、水質的にはまだまだ改善の余地がある。（R6.10.2）

水質測定箇所

A

菊川 牛淵川

【河川利用】

○ 堤防天端を舗装してもらったことで、ウォーキングなど利用者が増えており、川を利用した健康づくりが実現している
。（R3.4.7）

○ 菊川の河川利用の形態は、堤防上の散策やサイクリングがほとんどと思われる。河川内の利用は見たことがない（
R7.3.3） 。

○ 菊川は一級河川としては、流面積域、河川延長としても大変小さい川であるが、この小ささを特色と捉えて、菊川の
魅力を発信する工夫が必要と考えている。（R5.3.13）

○ 河口部は良好な環境があり、また駐車場も整備されているため、ガイドブック等があれば動植物の観察に来る人は
いると思われる。（R7.3.3）
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大井川用水
供給開始(S41)

○ 経年的にBODや総窒素は低下傾
向にある（水質の改善）。

[参考］加茂橋における過去の水質データ(S37～R6)

[参考］菊川周辺の一級河川の水質(R5年平均値）

水質

総リン(T-P)
※欠測あり

牛淵川

菊川

SSについて：
○ 一部を除く多くの地点・調査年で環境基準値以下である。

○ 菊川では、近年上流地点（加茂橋）で高めであり、菊川上流で
の大井川からの導水の影響が考えられる。

○ ただし、支川の牛淵川でも菊川同様の変動を示す（近10年が
SS値10以上と高め）ことなどより、SS値の変動は大井川用
水以外の要因も考えられる。

B
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菊川頭首工（取水）

松島注水口

東俣注水口

大井川用水
（菊川幹線）



②基本高水のピーク流量の検討
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○ 気候変動による降雨量増大を考慮した基本高水のピーク流量を検討。

○ 基準地点は、主要な支川である牛淵川の合流後地点である国安地点として現行計画

を踏襲。

○ 計画降雨量については、現行計画の計画規模1/100を踏襲し、降雨変化倍率1.1倍を

乗ずる。

○ 降雨データの蓄積等を踏まえ、降雨継続時間を12時間から9時間に見直し。

○ 既定計画の基本高水流量は、戦後最大である昭和57年9月の実績洪水で設定。今回

の検討では、雨量確率法をベースに、平成26年10月降雨波形を用いて基本高水の

ピーク流量を設定。

○ 気候変動を考慮した雨量データによる確率から検討、アンサンブル予測降雨波形を用

いた検討、既往最大洪水からの検討を総合的に判断し、基準地点国安において、基

本高水のピーク流量を1,500m3/sから1,800m3/sへ変更。

②基本高水のピーク流量の検討 ポイント

18

菊川水系



工事実施基本計画、河川整備計画基本方針における基本高水ピーク流量設定の考え方

○ 工事実施基本計画における基本高水のピーク流量は、限られた雨量、流量データ、実績洪水等を考慮して設定。

○ 現行河川整備基本方針（H18.2）では、流量確率による検証、既往洪水からの検証等により、工事実施基本計画の基本高水のピーク流量1,500m3/sを踏襲。

19

工事実施基本計画（S49.3） 河川整備基本方針（H18.2） 気候変動による降雨量の増加踏まえた
河川整備基本方針の変更

○ 計画策定時までに得られた降雨、流量データによる確率
統計解析や、実績洪水などを考慮して、基本高水のピーク
流量を設定。

○ 計画規模は、流域の重要度等を考慮して1/100（国安）と
し、降雨継続時間は、6時間とする。昭和26年～昭和47年
（22年間）の年最大流域平均雨量を確率処理し、1/100確
率規模の計画降雨量を国安地点で200mm/6hと決定。

○ 基準地点の基本高水のピーク流量は、過去の主要6洪水（
昭和13年8月、29年9月、33年9月、36年6月、43年7月、47
年7月）について、降雨波形を計画降雨量まで引き伸ばし
て流出計算を実施し、この中で、最大となる昭和47年7月
降雨パターンを採用。

○ 流出計算を実施し、内水域の湛水量を考慮して、国安地
点1,500m3/sと決定。

■菊川水系_工事実施基本計画（S49.3）

○ 工事実施基本計画策定後、計画を上回る規模の洪水が
発生しておらず、流域の状況等に変化がない場合は、流
量データによる確率からの検討や、既往洪水による検討
等により、既定計画の妥当性を検証の上、既定計画を踏
襲し基本高水のピーク流量を設定

■菊川水系_河川整備基本方針（H18.2）

○ 計画規模は、工事実施基本方針を踏襲し、1/100とする。
○ 降雨継続時間は、主要12洪水における降雨の主要な部分

をカバーできる12時間雨量に変更。
○ 計画降雨量は、昭和30年～平成14年（48年間）の年最大

流域平均雨量を確率処理し、国安地点で259mm/12hと決
定。

○ 計画降雨量による流量や流量確率、既往洪水の観点等
からも検証を行い、基準地点国安の基本高水のピーク流
量1,500m3/sは妥当であると判断。

○ 平成22年までの降雨データについて確率統計解析を行い、
降雨量変化倍率を考慮して、計画降雨量を設定、過去の
主要洪水の波形を活用して、基本高水のピーク流量を見
直し

■菊川水系_河川整備基本方針変更

 基準地点：国安
○ 計画規模1/100を踏襲、計画降雨量は降雨継続時間を9

時間に見直し、昭和30年～平成22年（56年間）の降雨デ
ータについて確率統計解析を行い、降雨量変化倍率を乗
じて、257mm/9hと設定。

○ 過去の主要14洪水で検討、最大が平成26年10月洪水型
で1,783m3/s≒1800m3/s

菊川水系
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r

短時間雨量

ピーク流量と短時間雨量の相関

①ピーク流量生起時刻前で最大となるn時間雨量

②ピーク流量生起時間から遡る短時間雨量

kinematic wave法

流量 生起時刻 算定結果
降雨強度
（mm／h）

算定結果

1 S33.9.17 542 9/18 7:00 9 15.8 5.5

2 S47.7.14 669 7/15 19:00 16 13.7 5.8

3 S50.10.7 626 10/8 3:00 5 25.7 4.7

4 S52.5.15 647 5/15 14:00 12 13.6 5.8

5 S57.9.10 1,172 9/12 20:00 11 23.8 4.8

6 S58.8.15 626 8/17 4:00 5 22.6 4.9

7 S63.8.16 657 8/16 19:00 7 18.9 5.2

8 H2.6.9 685 6/10 0:00 7 17.6 5.3

9 H2.9.29 755 9/30 16:00 10 16.1 5.5

10 H3.9.13 671 9/14 2:00 5 28.4 4.5

11 H10.9.15 723 9/16 5:00 7 23.9 4.8

12 H10.9.23 1,140 9/24 1:00 4 40.4 4.0

13 H13.8.21 632 8/22 5:00 6 14.3 5.7

14 H14.7.9 804 7/10 15:00 10 16.7 5.4

15 H16.10.8 750 10/9 7:00 13 12.6 6.0

16 H16.11.11 871 11/12 3:00 5 30.8 4.4

17 H25.4.6 679 4/6 23:00 10 16.5 5.5

18 H26.10.5 904 10/6 9:00 4 29.9 4.4

19 H30.6.20 665 6/21 1:00 4 27.2 4.6

20 R1.10.11 1,017 10/12 18:00 3 32.0 4.3

21 R4.9.23 793 9/23 23:00 8 21.5 5.0

7.4 － 5.1

※国安地点における代表洪水

■：ピーク流量時の雨量が0.5mm以下は参考値

平均値

角屋式
No 洪水発生

年月日

ピーク流量

基本高水の設定 計画対象降雨の継続時間の設定

○ 現計画の計画降雨継続時間は12時間である。以下検討結果を総合的に判断し、9時間と設定。
① Kinematic wave法、角屋の式により、洪水到達時間を推定すると平均約6時間である。
②ピーク流量と時間雨量との相関関係から、対象降雨の降雨継続時間を検討すると、6～12時間の相関が高く、9時間が最も高い結果となった。
③代表洪水は、国安地点は潮位の影響を受けていることから、実績流量30洪水のうち、ピーク雨量が30mm/h以上となる洪水+既定計画検討対象洪水とした。
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Kinematic Wave法及び角屋の式による洪水到達時間の検討

■Kinematic Wave法による洪水到達時間は3.0～16.0時間（平均7.7時間）と推定した。
■角屋の式による洪水到達時間は4.0～6.0時間（平均5.1時間）と推定した。

■ピーク流量との相関係数は6～12時間で0.75程度以上となる。

ピーク流量と短時間雨量との相関関係

強度の強い降雨の継続時間の検討

 【Kinematic wave法】
• 短形斜面上の表面流にkinematic wave理論を適用して洪水到達時間を導く手法。実績の

ハイエトとハイドロを用いて、ピーク流量生起時刻以前の雨量がピーク流量生起時刻（tp）の
雨量と同じになる時刻（τp）によりTp＝tp－τpとして推定

 【角屋の式】
• Kinematic wave理論の洪水到達時間を表す式に、河道長と地形則を考慮した式

相関強い

■実績雨量から必要な降雨継続時間は、3mm以上の継続時間で平均11時間、5mm以上の継続時間
で平均9時間、10mm以上の継続時間で平均6時間となる。

菊川水系

Tp：洪水到達時間
τp：ピーク流量を発生する特性曲線の上流端で

の出発時刻
tp：その特性曲線の下流端への到達時刻
re：τp～tp間の平均有効降雨強度
qp：ピーク流量

Tp＝CA0.22・re-0.35

Tp：洪水到達時間（min）
A：流域面積（km2）
re：時間当たりの有効雨量（mm/h）
C：流域特性を表す係数
丘陵山林地域 C=290
放牧地・ゴルフ場 C=190～210
粗造成宅地 C=90～120
市街地地域 C=60～90



確率雨量
（ｍｍ）

SLSC
JackKnife
推定誤差

pAIC

Exp 指数分布 260.1 0.045 19.0 －

Gumbel グンベル分布 233.6 0.024 16.0 549.0

SgrtEt 平方根指数型最大値分布 258.4 0.027 17.4 549.9

Gev 一般化極値分布 229.0 0.027 27.7 551.1

LP3Rs 対数ピアソンⅢ型分布(実数空間法) － － － －

LogP3 対数ピアソンⅢ型分布(対数空間法) 232.1 0.022 26.6 550.8

Iwai 岩井法 － － － －

IshiTaka 石原·高瀬法 234.0 0.027 31.2 550.9

LN3Q 対数正規分布3母数クォンタイル法 240.1 0.025 33.7 550.9

LN3PM 対数正規分布3母数(積率法) 233.1 0.025 30.6 550.8

LN2LM 対数正規分布2母数(L積率法) 223.5 0.024 16.0 549.3

LN2PM 対数正規分布2母数(積率法) 222.3 0.025 16.0 549.3

LN4PM 対数正規分布4母数(積率法) － － － －

確率分布モデル

基本高水の設定 計画対象降雨の降雨量の設定

○ 現行の基本方針策定時と流域の重要度等に大きな変化がないことから、計画規模1/100を踏襲する。

○ 計画規模の年超過確率1/100の降雨量に降雨量変化倍率1.1倍を乗じた、菊川（国安）で257mm/9hを計画対象降雨の降雨量と設定。
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計画対象降雨の降雨量

■Mann-Kendall検定（定常／非定常性を確認）
S31年～H22年および雨量データを1年ずつ追加し、R4年ま
でのデータを対象とした検定結果を確認

⇒非定常性は確認されなかったため、近年降雨までデータ延
伸を実施

9時間雨量確率図（菊川（国安地点））

9時間雨量経年変化図（菊川（国安地点））

【考え方】
降雨量変化倍率の算定に用いている過去実験の期間が2010年（H22）までであることを踏まえ、
既定計画から雨量標本のデータ延伸を一律に2010年までにとどめ、2010年までの雨量標本を
用い、定常の水文統計解析により確率雨量を算定し、これに降雨量変化倍率を乗じた値を計
画対象降雨の降雨量とする。

【考え方】
雨量標本に経年的変化の確認として「非定常状態の検定：
Mann-Kendall検定等」を行った上で、非定常性が確認されない
場合は、最新年までデータ延伸し、非定常性が確認された場合
は「非定常性が現れる前までのデータ延伸」にとどめ、定常の水
文統計解析により確率雨量を算定等も併せて実施

○ 近年降雨までデータ延伸を実施
非定常性が確認されたなかったことから、令和4年まで雨量
統計期間を延伸し、水文解析に一般的に用いられる確率分
布モデルによる1/100確率雨量から、適合度の基準※1を満足
する確率分布モデルの平均値を用いて1/100確率雨量を算
定
⇒令和4年までの雨量データを用いた場合の超過確率1/100
確率雨量は244.4mm/9hとなり、データ延伸による確率雨量
に大きな差は確認されない。

標本追加によるSLSCの推移

【参考】近年降雨の気候変動の影響等の確認
T【年】F【%】

【対数生起確率紙】

260.1mm222.3mm
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標本期間の違いによるSLSCの変化

Exp

Gumbel

SqrtEt

Gev

LogP3

Iwai

LN3Q

LN3PM

LN2LM

LN2PM

国安9時間

○時間雨量データの存在する昭和30年～平成22年の年最大9時間雨量を対象に、水文解
析に一般的に用いられる確率分布モデルによる1/100確率雨量から、適合度の基準※1

を満足し、安定性の良好※2な確率分布モデルに加えAIC指標も用い、年超過確率 1/100
確率雨量（菊川（国安）233.6mm/9h）を算定。

○2℃上昇時の降雨量変化倍率1.1倍を乗じ、計画対象降雨の降雨量を菊川（国安）で
257mm/9hと設定。 ※1：SLSC≦0.04 ※2：Jackknife推定誤差最小

233.6mm/9h

233.6mm/9h× 1.1倍 ＝ 257mm/9h

基本方針検討期間 H22までの標本

233.6mm/9h雨量1.0倍

257.0mm/9h雨量1.1倍

対象降雨の降雨量（国安地点：年超過確率1/100）

菊川水系



継続時間内

降雨量

(mm/9h)

1/100確率

降雨量×1.1

(mm)

拡大率

1 S50.10.7 164.4 257.0 1.5635 1,080

2 S57.9.10 249.7 257.0 1.0294 1,583

3 S58.8.15 147.4 257.0 1.7440 1,305

4 S61.8.3 133.0 257.0 1.9317 1,486

5 H2.9.29 157.4 257.0 1.6326 1,417

6 H10.9.15 182.1 257.0 1.4111 1,073

7 H10.9.23 201.2 257.0 1.2776 1,482

8 H14.7.9 166.2 257.0 1.5465 1,249

9 H16.10.8 146.7 257.0 1.7516 1,333

10 H16.11.11 169.2 257.0 1.5189 1,382

11 H26.10.5 137.4 257.0 1.8698 1,783

12 H30.6.20 165.8 257.0 1.5498 1,250

13 R1.10.11 214.1 257.0 1.2004 1,206

14 R4.9.23 214.7 257.0 1.1972 1,014

洪水名NO

国安地点

ピーク流量

(m
3
/s)

国安地点平均

棄却理由

R4.9.23

S57.9.10
R1.10.11

H26.10.5

引伸ばし率2倍以下

避難判断水位相当流量 210㎥/s
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引伸ばし率 2倍以下

避難判断水位相当流量 245㎥/s

0

100

200

300

400

500

600

700

0 50 100 150 200 250 300

加
茂

流
量

（
m

3 /
s ）

国安上流域平均雨量（mm/9h）

基本高水の設定 主要洪水波形群の設定 対象洪水の設定

○ 主要洪水の選定は、主要な地点加茂、堂山における実績水位が避難判断水位相当流量以上かつ年超過確率1/100の9時間雨量への引き伸ばし率が2倍以下（
1.1倍する前の確率雨量）の洪水とした。 ※基準地点国安は水防水位が設定されていない。

○ 選定した洪水（棄却した洪水を除く）について、対象降雨の降雨量（257mm/9h）に引き伸ばした降雨波形を作成し、流出量を算出した。

○ 短時間あるいは小流域※の降雨が著しい引き伸ばし（年超過確率1/500降雨量以上）となっている洪水について棄却した。
※短時間：洪水到達時間である6時間、降雨継続時間の1/2である4時間
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雨量データによる確率からの検討
１時間降水量（引き伸ばし雨量）

か も どうやま

1時間降水量（実績） 流量

菊川水系
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国安地点1/100：257mm/9h

流量：670㎥/s

流量：1769㎥/s

流量の幅：1099㎥/s
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0.0 50.0 100.0 150.0 200.0 250.0 300.0 350.0 400.0 450.0 500.0

流
量
（

m
3 /

s）

雨量（mm/9h）

過去実験

将来実験 計画規模の降雨量×1.1
=257mm/9h

基本高水の設定 計画規模相当におけるアンサンブル予測降雨波形の抽出

○ アンサンブル将来予測降雨波形から求めた現在気候及び将来気候の年最大流域平均雨量標本から、基準地点国安の計画対象降雨の降雨量257mm/9hに近
い計画降雨量±20％の範囲内のアンサンブル予測降雨波形の74洪水のうち10洪水を抽出し、中央集中や複数の降雨ピークがある波形等、様々なタイプの降
雨波形を含んでいることを確認した。

○ 抽出した洪水の降雨波形について、気候変動を考慮した年超過確率1/100の時間雨量257mmまで引縮め/引伸ばし、流出計算モデルにより流出量を算出。
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アンサンブル将来予測降雨波形データを用いた検討

抽出した予測降雨波形群による流量（代表10洪水)

菊川水系

■d2PDF(将来360年、現在360年)の年最大雨量標本（360年）を流出計算した。
■著しい引き伸ばし等によって降雨波形を歪めることがないよう、計画対象降雨の降雨量近傍
の洪水を抽出した。

国安地点
9時間雨量
(mm/9h)

国安地点
ピーク流量
引伸・引縮なし

(m
3
/s)

計画降雨量
(気候変動考慮)

(mm/9h)
拡大率

国安地点
ピーク流量
引伸・引縮あり

(m
3
/s)

過去実験 HPB_m004_1994 251.6 1,356 257 1.021 1,387

HPB_m003_1994 224.3 829 257 1.146 967

HPB_m007_1991 248.5 1,461 257 1.034 1,567

HPB_m022_1983 252.1 1,356 257 1.019 1,383

将来実験 HFB_2K_CC_m101_2064 259.9 1,004 257 0.989 991

HFB_2K_GF_m105_2064 218.9 1,769 257 1.174 2,207

HFB_2K_HA_m101_2088 258.1 1,466 257 0.996 1,460

HFB_2K_HA_m105_2081 250.0 1,143 257 1.028 1,186

HFB_2K_MI_m101_2072 275.0 913 257 0.935 828

HFB_2K_MP_m105_2070 247.7 1,080 257 1.038 1,131

洪水名

：基準地点国安ピーク流量の最大値

：基準地点国安ピーク流量の最小値
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基本高水の設定 主要洪水群に不足する降雨パターンの確認

○ 基本高水の設定に用いる計画対象の降雨波形群は、対象流域において大規模洪水を生起し得る様々なパターンの降雨波形等を考慮することが必要。

○ これまでは、実際に生じた降雨波形のみを計画対象の降雨波形としてきたが、気候変動等による降雨特性の変化によって追加すべき降雨波形がないか確認。

○ このため、アンサンブル予測降雨波形を用いて降雨寄与率の分析を行い、将来発生頻度が高まるものの計画対象の実績降雨波形が含まれていないパターン
の確認を実施。

○ その結果、主要降雨波形群では、クラスター1（均質降雨型） 、3（加茂上流多雨/牛淵川少雨型） と評価。

○ 主要降雨波形群には含まれないクラスター２(牛淵川多雨型)に該当する降雨波形を将来実験アンサンブル予測から抽出。
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クラスター1
均質降雨型

クラスター3
加茂上流多雨
/牛淵川少雨型

クラスター2
牛淵川多雨型

加茂上流域

加茂下流域

牛淵川流域

加茂上流域

加茂下流域

牛淵川流域

加茂上流域

加茂下流域

牛淵川流域

■国安地点対象降雨波形の14洪水についてクラスター分析を行った。
■「主要降雨波形」に含まれない降雨パターンを「アンサンブル将来
予測降雨波形データ」より抽出し追加した。

No. 洪水名  クラスター区分

国安地点
ピーク流量

(m
3/s)

1 S50.10.7 クラスター3 1,080
2 S57.9.10 クラスター3 1,583
3 S58.8.15 クラスター3 1,305
4 S61.8.3 クラスター1 1,486
5 H2.9.29 クラスター1 1,417
6 H10.9.15 クラスター1 1,073
7 H10.9.23 クラスター3 1,482
8 H14.7.9 クラスター1 1,249
9 H16.10.8 クラスター1 1,333
10 H16.11.11 クラスター3 1,382
11 H26.10.5 クラスター3 1,783
12 H30.6.20 クラスター1 1,250
13 R1.10.11 クラスター3 1,206
14 R4.9.23 クラスター1 1,014

クラスター2 1,339

主要洪水波形群

クラスター分析により主要降雨波形群に不足する降雨波形
HFB_2K_CC_m105_2079
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菊川水系

空間クラスター分析による主要洪水群に不足する地域分布の降雨パターンの確認

アンサンブル降雨波形の出現頻度(クラスター事)

95 ～ 100

100 ～ 105
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雨量（mm/9h）



1,500

 

1,783

1,014

2,207

828

1,430

①既定計画の基本

高水のピーク流量

②【降雨量変化倍

率考慮】雨量デー

タによる確率から

の検討（標本期

間：S30～H22）

③アンサンブル予

測降雨波形を用い

た検討

④既往洪水

（S57.9洪水）から

の検討

1,339

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

流
量

（
m

3 /
s）

＜主要洪水波形群＞ ＜±20%＞

主要洪水に含まれない

将来の降雨パターン

S57.9洪水

新たに設定する基本高水

ピーク流量 1,800m3/s

洪水

年月日

実績雨量

(mm/9h)

1/100雨量

への拡大率

1/100×1.1

雨量への

拡大率

国安地点

ピーク流量

(m3/s)

S50.10.7 164.4 1.42 1.56 1,080

S57.9.10 249.7 0.94 1.03 1,583

S58.8.15 147.4 1.59 1.74 1,305

S61.8.3 133.0 1.76 1.93 1,486

H2.9.29 157.4 1.48 1.63 1,417

H10.9.15 182.1 1.28 1.41 1,073

H10.9.23 201.2 1.16 1.28 1,482

H14.7.9 166.2 1.41 1.55 1,249

H16.10.8 146.7 1.59 1.75 1,333

H16.11.11 169.2 1.38 1.52 1,382

H26.10.5 137.4 1.70 1.87 1,783

H30.6.20 165.8 1.41 1.55 1,250

R1.10.11 214.1 1.09 1.20 1,206

R4.9.23 214.7 1.09 1.20 1,014

総合的判断による基本高水ピーク流量の設定
○ 気候変動による外力からの増加に対応するため、気候変動を考慮した雨量データによる確率からの検討、アンサンブル予測降雨波形を用いた検討、既往洪水

からの検討から総合的に判断した結果、菊川水系における基本高水のピーク流量は、基準地点国安において1,800m3/sと設定した。
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【凡例（国安地点）】
② 雨量データによる確率からの検討：降雨量変化倍率（2℃上昇時の降雨量の変化倍率

1.1倍）を考慮した検討
③ アンサンブル予測降雨を用いた検討：

気候変動予測モデルによる現在気候（1980～2010年）及び将来気候（2℃上昇）のアン
サンブル降雨波形
〇：対象降雨の降雨量（257㎜/9h） ±20％に含まれる洪水

④ 既往洪水からの検討 S57.9(既往最大)洪水の推算値

新たに設定する基本高水

H26.10型

引き伸ばし後の降雨波形を用いて算定したピーク流量が最大となるH26.10波形

河道と洪水調節施設等への配分の検討に用いる主要降雨波形群

菊川水系

基本高水の設定に係る総合判断

0

50

100

150

200

250

3000

50

100

150

200

250

300

1
0
/
4
/
2
0
1
…

1
0
/
4
/
2
0
1
…

1
0
/
4
/
2
0
1
…

1
0
/
4
/
2
0
1
…

1
0
/
4
/
2
0
1
…

1
0
/
5
/
2
0
1
…

1
0
/
5
/
2
0
1
…

1
0
/
5
/
2
0
1
…

1
0
/
5
/
2
0
1
…

1
0
/
5
/
2
0
1
…

1
0
/
5
/
2
0
1
…

1
0
/
5
/
2
0
1
…

1
0
/
5
/
2
0
1
…

1
0
/
6
/
2
0
1
…

1
0
/
6
/
2
0
1
…

1
0
/
6
/
2
0
1
…

1
0
/
6
/
2
0
1
…

1
0
/
6
/
2
0
1
…

1
0
/
6
/
2
0
1
…

1
0
/
6
/
2
0
1
…

1
0
/
6
/
2
0
1
…

1
0
/
7
/
2
0
1
…

1
0
/
7
/
2
0
1
…

1
0
/
7
/
2
0
1
…

1
0
/
7
/
2
0
1
…

1
0
/
7
/
2
0
1
…

1
0
/
7
/
2
0
1
…

1
0
/
7
/
2
0
1
…

1
0
/
7
/
2
0
1
…

1
0
/
8
/
2
0
1
…

1
0
/
8
/
2
0
1
…

1
0
/
8
/
2
0
1
…

雨
量

(m
m

/
h
)引伸ばし後雨量

引伸ばし前雨量

ピーク流量:1783 ㎥/s

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

流
量

(m
3
/
s)

H26.10.5

国安流量



③計画高水流量の検討
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③計画高水流量の検討 ポイント
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○ 現行基本方針では、基本高水＝計画高水のため、洪水調節施設はない。

○ 気候変動による基本高水のピーク流量の流量増大に対応するため、河川整備のみな

らず流域治水の観点を踏まえて、流域全体を俯瞰した貯留・遊水機能の確保を検討。

○ 下流域では、干潟・ヨシ原の保全・創出を踏まえた河道配分流量の増大の可能性を検

討。

○ 中・上流域では、本・支川を含めた貯留・遊水機能の確保の可能性や、引堤を含めた河

道配分流量の増大を検討。

○ 以上から、基準地点国安において基本高水のピーク流量1,800m3/sのうち、流域内の

洪水調節施設等により100m3/sを調節して、河道への配分流量を1,700m3/sとする。

菊川水系



御前崎市

菊川市

掛川市

牧之原市

島田市

小笠山▲

▲
粟ヶ岳

牧
之
原
台
地

遠州灘

凡 例

流域界

市行政界

主要な地点

基準地点

大臣管理区間

上流域

中流域

下流域

河道と貯留・遊水機能確保による流量配分の考え方
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○ 計画高水流量（河道配分流量・洪水調節流量）の検討、設定にあたっては、技術的な可能性、河川環境・河川利用や地域社会への影響等を総合的に勘案する
とともに、流域治水の視点も踏まえ、流域全体を俯瞰した貯留・遊水機能の確保等幅広く検討を実施し、計画高水流量を設定。

計画高水の検討にあたり、地形条件等を踏まえ流域を
・「上流域：菊川15.0k、牛淵川9.0kより上流の区間」
・「中流域：菊川5.0k～15.0kの区間」
・「下流域：河口～5.0kの区間」
の3流域に区分し、貯留・遊水機能の確保や河道配分流量の増大の
可能性について検討

【上流域】

社会的影響を踏まえて、本・支川を含めた、貯留・
遊水機能の確保の可能性、引堤を含めた河道配分
流量の増大の可能性を検討

【中流域】

社会的影響を踏まえて、本・支川を含めた、貯留・遊
水機能の確保の可能性、引堤を含めた河道配分流
量の増大の可能性を検討

【下流域】

環境・利用の実態を踏まえた河道配分流量の
増大の可能性の検討

菊川水系



菊川市

6.0k

8.0k

7.0k

生仁場橋

大船渡橋

佐
束
川

掛川市

稲荷部川

○ 河床幅の狭い菊川において、可能な限り河川環境を保全・創出するため、単断面形状を基本として河床幅を確保しつつ、河道配分流量増大の可能性について
検討した。

① 掘削形状の工夫により、ワンドを創出。

② 澪筋部を残しつつ、勾配に差をつけた斜め掘削とすることで、多様な水際環境を創出。

○ 河川環境の保全・創出を考慮した河道断面において、低水路拡幅等の断面増大の可能性に加え、流域での貯留・遊水機能を考慮した結果、基準地点（国安地
点）で1,700m3/sの流下能力が確保可能であることを確認した。

河道配分流量の設定 河道配分流量増大の可能性（河道の単断面化）
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菊川水系

菊川横断図イメージ

単断面化

菊川下流水管橋

生仁場橋
大船渡橋

佐束川合流点

稲荷部川合流点
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堤防高 左岸

堤防高 右岸

掘削下限高

堰

床止め

HWL

平均河床高

変更計画高水流量_現況河道水位

変更計画高水流量_基本方針河道水位

距離標(km）

標高（TP.m）

菊川 水位縦断図（5k～8k）



引堤案の検討（上流域）

菊川航空写真

○ 流下能力が不足する上流部において、河道配分流量増大の可能性について検討した。

○ 河道を横断的に広く確保し、流速の多様性、河道の蛇行、出水時の澪筋変化等を許容することで、自然の営力による瀬・淵・ワンド環境の創出を行う。

○ また、現況の川幅が下流に比べて狭い区間については、法線の見直しを実施することにより、 主要な地点（加茂地点）で780m3/sの流下能力が確保可能となる
ことを確認した。

※現況河道における想定最大規模 浸水想定範囲
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・・・：法線の見直しを考慮する区間

菊川 上流部水位縦断図

菊川市役所

◎

菊川駅

菊川横断図イメージ

菊川水系河道配分流量の設定 河道配分流量増大の可能性（15k上流） 菊川水系

矢田部橋

谷田部菊川橋梁(JR東海道本線)

潮海寺橋

水神橋

潮海寺橋
立ヶ谷橋

沢水加川合流点

15

20

25

30

35

40

15 16 17

堤防高 左岸
堤防高 右岸
掘削下限高
HWL
平均河床高
変更計画高水流量_現況河道水位
変更計画高水流量_基本方針河道水位

距離標(km）

標高（TP.m）



御前崎市

菊川市

掛川市

牧之原市

島田市

国安

堂山

加茂

下
前
田
川

上小笠川

富
田
川

沢水加川

小
出
川

小笠高橋川

新田川

小笠山▲

▲
粟ヶ岳

（標高532m）

牧
之
原
台
地

小
笠
山
丘
陵

遠州灘

洪水調節流量の設定 貯留・遊水機能の確保の検討

○ 菊川においては、基準地点上流において新たな貯留・遊水機能の確保により、基準地点国安の基本高水のピーク流量1,800m3/sのうち、100m3/sの洪水調節を行い、河
道への配分流量を1,700m3/sまで低減が可能であることを確認した。

菊川水系
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凡 例

流域界

市行政界

主要な地点

基準地点

大臣管理区間

加茂

基準地点上流において、
貯留・遊水機能の確保



河道と洪水調節施設等の配分流量
○ 気候変動による降雨量の増加等を考慮し設定した基本高水のピーク流量1,800m3/s（基準地点国安）を、洪水調節施設等により100m3/s調節し、河道への配分

流量を1,700m3/s（基準地点国安）とする。

河道と洪水調節施設等の配分流量 菊川計画高水流量図

 洪水調節施設等による調節流量については、流域の地形や土地利用状況、雨水
の貯留・保水遊水機能の向上等、今後の具体的な取り組み状況を踏まえ、基準地
点のみならず、流域全体の治水安全度向上のため、具体的な施設計画等を今後検
討していく。

【現行（H18.2）】

【変更】

現行
基本方針

変更
基本方針

河道配分流量

基準地点 国安

流量（m3/s）

河道配分流量

洪水調節流量

基
本
高
水
の
ピ
ー
ク
流
量

基
本
高
水
の
ピ
ー
ク
流
量

1,800
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将来の気候変動の
影響を反映
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による調節流量
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1,50001,500現行

1,7001001,800変更
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面積・時間と温暖化による降雨量変化の関係

計画規模の降雨イベントにおける累積降雨量の比較

十勝川帯広基準地点集水域（200~250mmのみ）

・過去実験(DS後71事例の中央値), 
4℃上昇実験(DS後314事例の中央値)を使用

筑後川荒瀬基準地点集水域（350~400mmのみ）

・過去実験(DS後47事例の中央値), 
4℃上昇実験(DS後272事例の中央値)を使用

出典：山田委員提供資料

菊川水系

○ 対象面積が小さくなるほど、また対象時間が短くなるほど、累積降雨量の比は大きくなる。

○ つまり、将来気候では短時間豪雨による降雨量の増加率が高い

33

※「【参考資料】気候変動を踏まえた治水計画のあり方（改訂）」より掲載



潮騒橋
菊川橋 国安橋

鹿島橋

花面橋
菊川下流水管橋

生仁場橋
大船渡橋

高田橋

旭橋

嶺田堰（可動堰）牛淵川

与惣川合流点

下小笠川合流点

亀惣川合流点

佐束川合流点

稲荷部川合流点

上小笠川合流点

西方川合流点

国安
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気候変動を考慮した河口出発水位設定について
○ 気候変動の影響によって仮に海面水位が上昇したとしても手戻りのない河川整備を実施する観点から、河道配分流量を河川整備により計画高水位以下で流下

可能かについて確認を実施。

○ 菊川では、河道の流下能力評価の算出条件として、維持可能な砂州高+0.5mから河口の出発水位を設定しているが、仮に海面水位が上昇（2℃上昇シナリオの
平均値43cm）した場合の潮位より算出した出発水位は、維持可能な砂州高+0.5m よりも約15cm程度低く、計画高水流量を計画高水位以下で流下可能であるこ
とを確認。

○ 今後、海岸管理者が策定する海岸保全基本方針と整合を図りながら、河川整備計画等に基づき対応していく。
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【気候変動による海面上昇について（IPCCの試算）】

 IPCCのレポートでは、2100年までの平均海面水位の予測上昇範囲は、RCP2.6（2℃上昇
に相当）で0.29-0.59m、 RCP8.5（4℃上昇に相当）で0.61-1.10mとされている。

 2℃上昇シナリオの気候変動による水位上昇の平均値は0.43mとされている

1986～2005年に対する2100年における
平均海面水位の予測上昇量範囲（ｍ）

シナリオ

SROCC第五次評価報告書

0.29－0.590.26－0.55RCP2.6

0.61－1.100.45－0.82RCP8.5

現行の出発水位の設定方法
出発水位＝ 維持可能な砂州高＋0.5m

＝ T.P.+1.88m ＋ 0.5m
＝ T.P.+2.38m

朔望平均満潮位による出発水位（気候変動による海面上昇考慮）を試算
出発水位＝ 朔望平均満潮位＋実績最大偏差＋海面水位上昇量＋密度差

＝ T.P.+0.889m ＋ 0.90m ＋ 0.43m＋0.022m
≒ T.P.+2.24m

密度差＝ [（朔望平均満潮位＋最大偏差）－河床高]×0.025
＝ [（ T.P.+0.889m ＋0.90m）－T.P.-0.029m]×0.025
≒ 0.022m

維持可能な砂州高+0.5mから設定される出発水位T.P.+2.38mに対して低い値であり、
気候変動により海面上昇した場合も菊川の出発水位に影響はない。

【菊川における海面水位上昇が出発水位に与える影響】

菊川における出発水位の考え方（海面上昇の影響）

T.P.+2.38m①維持可能な砂州高+0.5mとした場合（現行計画）

T.P.+2.24m②潮位と気候変動による海面水位上昇量に基づいて設定した場合 変更計画流量1,700m3/s流下時の水位縦断図
（河口付近）

菊川水系



④集水域・氾濫域における治水対策

由良川水系
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④集水域・氾濫域における治水対策 ポイント
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菊川水系

○ 氾濫をできるだけ防ぐ、減らすための対策として、水田貯留や雨水貯留機能の向上、森

林の整備・保全を推進。

○ 被害対象を減少させるための対策として、「立地適正化計画」で防災指針の導入を検討

しており、今後策定予定。

○ 被害の軽減、早期復旧・復興のための対策として、防災ステーションの整備や、避難所

運営の訓練といった啓発活動を実施。



集水域・氾濫域における治水対策 水田貯留桝設置・雨水貯留施設・森林整備保全 菊川水系

○ 氾濫をできるだけ防ぐ・減らす為の対策として、水田貯留桝設置や公共用地を活用した雨水貯留施設の検討、森林の整備・保全に取り組んでいる。

○ 水田貯留とは、田んぼが持つ貯水機能に着目し、大雨の際に田んぼに雨水を一時的に貯留し、水位調整板を使って時間をかけてゆっくりと排水することで河川
や排水路の急激な水位上昇を防ぎ、洪水被害を軽減する取り組みのことである。

○ 今後も水田貯留エリア拡大に向けて、国、県、市が連携して調整を図る。
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水田貯留桝設置（掛川市）

写真：掛川市大阪での現地説明会
（R3年8月3日）出典：中日新聞Web

https://www.chunichi.co.jp/article/303999

【水位調整板設置イメージ】

○ 与惣川流域において令和3年8月より水田貯留実証実験を開始。

水
路

雨水を貯める

水位調整板をスライ
ドさせて調整可能。

公共用地を活用した雨水貯留施設の検討（菊川市）

○ 菊川市は令和6年1月に「菊川市防災対策強靱化事業基本計
画」を策定。治水対策として雨水貯留施設を検討している。

【基本計画】
①黒沢川流域の治水対策

• 棚草川隣接地（Ａ地区）への雨水貯留施設の建設
• 黒沢川隣接地（B地区）への雨水貯留施設の建設
• 市立岳洋中学校貯留施設の整備
• 棚草川隣接地（Ａ地区）への雨水貯留施設の平時利用施設の

整備
②市役所敷地一体の防災機能強化

【事業年度】 令和4年度～令和10年度

出典：菊川市公式ホームページ

【整備計画の例】

棚草川に隣接する農地へ
貯留施設を整備し、洪水時に

河川からの水を引込み貯留する

校庭に浅く掘込みを作り、
降った雨をその場所に

貯留する

森林の整備・保全（菊川市）

■森林環境譲与税を活用した菊川市の取り組み
○ 菊川市の総面積9,419haのうち、森林面積は2,174ha（民有

林のみ、国有林なし）で総面積の23%を占める。
○ このうちスギ、ヒノキを主体とした人工林面積が872haであ

るが積極的な林業経営は行われていない。
○ 菊川市は森林環境譲与税を活用し、公共性が高く,かつ過

去の災害状況等から整備優先度が高いと判断されたモデ
ル森林の整備を実施。

○ 令和3年度、4年度においては、インフラ保全を目的に市内2
か所で民有林の間伐、竹皆伐、危険木伐採を行った。

○ 菊川市では森林の有する公益的機能（水源の涵養、土砂
の流出･ 崩壊防止及び生活環境の保全等）の持続的発揮
が図られるよう、人工林の間伐推進及び住宅地周辺の森
林の整備を推奨、実施することとしている。

出典：「森と人」414号 公益社団法人静岡県山林協会

整備前整備前

整備後整備後



○ 流域内のため池について、出水時に農業用水に影響のない範囲で下流へ
の被害を軽減するべく事前放流や低水位管理をしていただけるよう通知して
いる。

○ ため池の洪水調整等を実施した自主防災組織に対し、ため池１か所につき
年間１万円の補助金を支出している。

集水域・氾濫域における治水対策 農業用ため池を活用した雨水貯留 菊川水系

○ 菊川流域は、牧ノ原台地と小笠山丘陵に挟まれた低平地を流れる河川で、流域面積が158km2と小さいため自流が小さく、経常的な水不足の状態であった。その
ため、古くから多くのため池や井堰を設けて水利用がなされていた。

○ 菊川流域には、現在でも155箇所（総貯水容量は約340万m3）のため池があり、農業用水に利用されている。ため池の管理者から市役所への水質悪化の報告は
なく、栄養塩などの水質調査は実施されていない。

○ なお、出水期における水害防止を図るため、ため池の管理者に低水位管理を依頼しており、菊川市ではため池の洪水調節等を実施した自主防災組織に対し、「
ため池洪水調節等事業費補助金」を支出している。

ため池分布

ため池洪水調節等事業費補助金 （菊川市）

出典：静岡県ため池データベース（R6.3公表）

七曲池（菊川市）

出典：菊川市ホームページ
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低水位管理の取組（菊川市）



集水域・氾濫域における治水対策 被害軽減・早期復旧 菊川水系
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住民・教育機関等への防災知識普及啓発活動（掛川市）防災拠点の整備（菊川市）

ハザードマップの電子化・LINEによる情報発信（菊川市）

マイ・タイムラインの作成を推進（静岡県・菊川市）

【避難所運営担い手講座の実施（掛川市）】
○ 避難所運営に精通した人材を地域で育成す

ることを目的に実施。

▲避難所で使用するベッドやパーティションを
組み立てる参加者ら

【県立横須賀高校で中高合同防災訓練を実施】
○ 広域避難所に指定されている横須賀高校にて、災害時の避

難所の役割を確認することを目的に中高連携で毎年避難所
運営訓練を実施。

▲簡易ベッド・パーティションの組み立て、

トイレの設営などを実施

出典：掛川市公式ホームページ

■河川防災ステーション（菊川市下内田：令和2年11月開所）

○ 菊川と上小笠川が合流する地点に整備。水害等の緊急復旧用資材の
備蓄や、市の水防センターを併設。平時は水防団が訓練したり、市民
の防災教育や憩いの場としても活用する。

■河川の越水を想定した土のう作り

○ 防災ステーションにおける水防団員
の訓練が行われた。（R5年6月）

出典：中日新聞しずおかWeb
https://www.chunichi.co.jp/article/161866

出典：静岡新聞DIGITALｗeb
https://news.at-s.com/article/1265352

○ 令和3年1月8日に菊川市LINE公式アカウ
ントを開設。感染症に関する情報の他、災
害・防災情報、子育て等様々な情報を配信

出典：菊川市公式ホームページ

■静岡県マイ・タイムライン（一部抜粋） ■菊川市マイ・タイムライン（一部抜粋）

出典：菊川市公式ホームページ出典：静岡県公式ホームページ

○ 台風や大雨の危険が予想される際に、自分自身がとるべき行動を考えておくことで、「自分の命や家族は自分たち
で守る」ことを普段から心掛けられるよう、マイ・タイムラインの作成を推進している。

○ 被害の軽減、早期復旧・復興の為の対策として、市の水防センターが併設された河川防災ステーションの整備や、避難所運営の訓練といった啓発活動を実施。
また、ホームページやLINEを使った防災情報の発信、マイ・タイムラインの作成推進等により地域住民へ災害への備えを意識させる取り組みを実施。



集水域・氾濫域における治水対策 被害軽減・早期復旧 菊川水系

○ 被害の軽減、早期復旧・復興の対策として、災害ボランティアセンターの設置、冠水センサーの設置による情報発信の強化を実施。
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災害ボランティアセンターの設置（掛川市） 冠水センサーの設置（菊川市）

■災害ボランティアセンターの設置と運営等に関する協定を締結
（掛川市：令和4年3月）

○ 社会福祉法人掛川市社会福祉協議会と掛川市は、掛川市内において大規模な災害が
発生した時に、災害時応急対応活動として行う、災害ボランティアセンターを設置。

○ 災害ボランティア活動を円滑に実施し、被災者の生活支援に寄与することを目的に、「災
害ボランティアセンターの設置・運営等に関する協定」を締結。

【概要】
• 災害時応急対応活動として、災害ボランティアセンターの設置及び運営を行う。
• 災害ボランティアセンターは、掛川市社会福祉協議会が主体となり災害VC（ボランティ

アセンター）掛川、外部からのボランティア、各社会福祉協議会等の協力のもとで運営
する。

【業務内容】
• 被災情報やボランティアニーズの把握
• 災害ボランティアの募集、受付
• 災害ボランティア活動の情報発信
• 災害ボランティア活動に関する各種相談、問い合わせへの対応
• 災害ボランティア活動に必要な資機材・活動物資等の調達・貸出・保管・管理

出典：社会福祉法人掛川市社会福祉協議会ホームページ

災害ボランティアセンター 出前講座の様子
（社協だよりNo.192）

災害時に備えて、防災訓練や学習会、
各地への出前講座などを実施。右写真
は栄川中学校で行われたHUG（避難所
運営ゲーム）の様子。

■県道に「冠水センサー付きボラード」を設置（菊川市・静岡県袋井土木事務所 ）
○ 令和3年7月29日未明からの豪雨により、菊川市立菊川西中学校付近の掛川浜岡線及び吉田大東線では

道路冠水が起き、身動きできない複数の車両による交通障害が発生した。この際、車両が通過する際に生
じた波が、沿道の玄関先に打ち寄せ、床下浸水の被害が拡大。

○ これにより道路の冠水情報を迅速に地域住民や行政機関に伝達できる仕組みとして、令和4年1月に県袋
井土木事務所が県道掛川浜岡線沿いの半済地内と下平川・棚草地内の2箇所に冠水センサー付きボラー
ドを設置。

○ 通行規制など迅速な初動対応が可能となり、沿道の住宅地への浸水被害の軽減を図る。

 令和4年度災害時のボランティア活動

出典：国土地理院ホームページ

菊川市立菊川西中学校

菊川IC

菊
川

掛
川
浜
岡
線

吉
田
大
東
線

半済地区

設置されたボラード

県と市にメールで自動通報される仕組み
→迅速な初動対応が可能

道路冠水が5cmおよび10cmに達
すると非常灯（赤色）が点滅し、
通行人や通行車両に知らせる

出典：袋井土木事務所ホームページ



⑤河川環境・河川利用についての検討

由良川水系
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⑤河川環境・河川利用についての検討ポイント 菊川水系
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○ 菊川水系では、現行の河川整備基本方針策定後、魚類相・鳥類相等に顕著な経年的な変化は
みられなかった。今後、水温や動植物の生息・生育・繁殖環境等の調査を継続的に行い、気候変
動による河川環境への影響の把握に努める。

○ 生物の多様性が向上することを目指し、河川環境管理シートをもとに河川環境の現状評価を行い、
各区間における動植物の生息・生育・繁殖環境の保全・創出の方針を明確化した。また、河川改
修に併せて河川の連続性を確保し、多様な水際環境を創出することで、生物多様性を向上させ
地域活性化への取り組みへとつなげる生態系ネットワークの形成を推進する。

○ 河道配分流量の増加に伴う河川整備の実施に当たって、川幅の狭い菊川においては、単断面形
状による河道掘削により、河床幅を確保することで水深や流速に変化が見られる多様な河道形
状を形成し、動植物の良好な生息・生育・繁殖環境の保全・創出を図る。

○ 関係機関や流域住民等と連携しながら、良好な河川景観を活かした水辺のにぎわいづくり や、河
川規模（流量）が比較的小さい河川であることを生かした水際へのアクセス性の向上などによる
環境学習の場の創出を推進する。特に河口付近では良好な河川環境や河川景観を有し、地域
資源として高いポテンシャルを有していることから菊川の環境を特徴づける場として取り組みを推
進していく。

○ 流水の正常な機能を維持するため必要な流量（正常流量）は、平成17年度の基本方針策定当時
から近年にかけての流量データ等に大きな変化はみられないため、前回方針策定時から変更し
ない。



動植物の生息・生育・繁殖環境 動植物の生息・生育・繁殖環境等の変遷 菊川水系
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気温・水温の経年・経月変化魚類相の変遷 鳥類相の変遷

河道内の植物群落の変遷

○ 菊川は、両岸の多くが護岸整備されており、河道は狭く直線的な区間が多いが、一部区間では、河口付近の干潟、上流域の砂礫河原や連続する瀬・淵等の環
境がみられる。

○ 魚類相について、 現行の河川整備基本方針策定（平成18年）以降、汽水・海水魚が平成30年以降増加しているが、汽水・海水魚の増加は偶発的な確認等によ
るものであり、魚類の生息環境として経年的に大きな変化はないと考えられる。また、鳥類相については、平成18年以降、経年的に大きな変化はみられない。

○ 植物群落について、現行の河川整備基本方針策定後、オギ群落やツルヨシ群落に年変動はあるものの、大きな変化はみられない。

○ 年平均気温は、直近45年間で約1℃程度の上昇傾向がみられる。

○ 年平均水温は、年変動はあるものの、近年は若干の上昇傾向がみられる。

○ 動植物の生息・生育・繁殖環境等に係る観測・調査を継続的に行い、気候変動による河川環境への影響の把握に努める。
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基本方針策定後 基本方針策定後
基本方針策定後

基本方針策定後

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H19

H25

H30

R5
沈水植物群落
塩沼植物群落
砂丘植物群落
一年生草本群落
多年生広葉草本群落
単子葉草本群落－ヨシ群落
単子葉草本群落－ツルヨシ群落
単子葉草本群落－オギ群落
単子葉草本群落-その他の単子葉植物群落
ヤナギ低木林
その他の低木林
落葉広葉樹林
常緑広葉樹林
常緑針葉樹林
植林地（竹林）
植林地（スギ･ヒノキ）
果樹園
畑
グラウンドなど
人工構造物
自然裸地
開放水面

オギ群落

ツルヨシ群落



河川環境の整備と保全 現状分析と目標設定（生息場の分析、相対評価）【菊川下流部（0k～5k）】 菊川水系

河川環境の現状

○ 0.5kから3.4k付近（下小笠川合流点付近）において干潟やヨシ原が多く分布する。

○ 希少性の高い干潟域の生物や、汽水性の魚類、ヨシ原に依存する鳥類等が生息・繁殖し、干潟やヨシ原は生物にとって
良好な生息場となっている。

○ 流れの緩やかな淵はカモ類の集団越冬地としての生息場となっている。

保全・創出の目標

○ 代表区間である2～3kの、干潟・ヨシ原が分布する環境を目標とする。

○ 干潟の指標種としてサギ類やトビハゼに、ヨシ原の指標種としてオオヨシキリに着目し、干潟やヨシ原の保全・創出を図
る。

目標とする良好な区間
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○ 菊川下流域では、航空写真の記録が残る昭和21年以降、河道形状や流水環境に大きな変化はなく、安定的な河道である。

○ 一部の区間では生物にとって良好な環境（干潟やヨシ原等）が分布する。しかし多くの区間は単調な河道形態で、多様な生物が生息できる環境となっていない。

○ 干潟、ヨシ原を保全・創出する。

干潟・ヨシ原

干潟・ヨシ原の
保全・創出イメージ

（横断図：菊川1.0k）

2.0k

3.0k空中写真：
代表区間（2～3k)付近

ヨシ原

干潟

干潟・ヨシ原
菊川0.9～1.1k

干潟

ヨシ原



河川環境の整備と保全 環境の目標設定 菊川水系
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【現状】

○0.5kから3.4k付近（下小笠川合流点付近）において干潟やヨシ原が多く分布する。

○希少性の高い干潟域の生物や、汽水性の魚類、ヨシ原に依存する鳥類等が生息・繁殖し、干潟やヨシ原は生物にとって良好な生息場となっている。

○流れの緩やかな淵はカモ類の集団越冬地としての生息場となっている。

【目標】（基本方針本文（案））

○菊川下流域・河口部においては、サギ類やトビハゼが生息する干潟や、オオヨシキリが生息・繁殖するヨシ原、カモ類の越冬地の静穏水域の保全・創出を図る。

現状分析結果と目標設定【菊川下流部（0k～5k）】

現状分析結果と目標設定【菊川中流部（5k～15k）】

現状分析結果と目標設定【菊川上流部（15k～18k）】

【現状】

○両岸の多くに低水護岸が整備されており、狭く直線的で単調な河道が続く。また、横断工作物（床止工）が多く存在する。

○嶺田堰の下流では、瀬・淵やワンドが部分的に形成されている。

○平成20・25年度には、回遊性魚類で主に早瀬を生息場とするカマキリ（重要種）が生息している。

【目標】（基本方針本文（案））

○菊川中流域においては、カマキリやアカザが生息する瀬・淵、ドジョウやミナミメダカが生息するワンド、水際環境の保全・創出を図る。

【現状】

○両岸の多くに低水護岸が整備されており、狭く直線的で単調な河道が続く。

○16ｋ付近では、左岸を中心に砂礫河原が存在し、砂礫河原を生息場とするイカルチドリが生息している。

○17k付近では、右岸に低水敷や中洲が存在し、ツルヨシ群落が分布する。また、周辺には瀬・淵が連続し、瀬を生息場とするアカザが生息している。

○遡上能力の高いニホンウナギが生息している。

【目標】（基本方針本文（案））

○菊川上流域においては、アカザが生息する瀬・淵や、イカルチドリが生息・繁殖する砂礫河原の保全・創出を図る。

○ 河川環境情報図を見える化した「河川環境管理シート」をもとに、地形や環境などの経年変化を踏まえて、区間ごとに重要な動植物の生息·生育·繁殖環境の保
全·創出の方針を明確化する。

○ 事業計画の検討においては、事業計画の検討、事業の実施、効果を把握しつつ、目標に照らして順応的な管理·監視を行う。
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主な種の生息場および個体数の変遷【河口・下流部：干潟・ヨシ原】 菊川水系

○ H20～H25年に行われた高潮堤防工事に伴い造成された人工裸地が、その後の出水や干満の影響等により干潟化し、干潟面積が増加したと推定される。それ
に対応し、干潟を生息場とするハゼ類（トビハゼ・ヒモハゼ）の個体数が増加した。

○ H17～H22年に行われた河道掘削およびヨシ原再生事業（河道掘削と併せてヨシ根土の投入を実施）により、掘削直後はヨシ原が減少したが、その後干潟環境
の増加と、ヨシ根土によるヨシの定着により、近年は回復傾向にある。なお、ヨシ原を生息・繁殖場とするオオヨシキリは継続的な生息が確認されている。

○ 干潟・ヨシ原といった生息場の面積は工事の影響を受けることから、今後もモニタリングを継続しながら、掘削断面形状の工夫等によって継続的に干潟・ヨシ原
の保全・創出を図る。

生息場の面積の変遷
（菊川河口・下流部）

干潟

ヨシ原

○ H20～H25年の高潮堤防工事に伴って、
H30・R5にかけて干潟環境が回復。

○ R1に整備計画規模に迫る洪水の発生等
により、干潟面積が若干減少と推定。

○ H17～H22に河道掘削およびヨシ原再生事業（ヨ
シ根混入土の投入）が実施された。

○ H19からH25にかけてヨシ原面積が減少したが、
その後はヨシ根土のヨシが定着しやや回復傾向。

〈参考〉0.6k付近左岸の変遷

工事前（H21撮影） 工事中（～H25頃） 現在（R5撮影）

干潟
堤防

ヨシ原
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干潟環境の指標種（ヒモハゼ・トビハゼ）
の個体数の変遷（河口部）

ヨシ原環境の指標種（オオヨシキリ）の個
体数の変遷（河口・下流部）
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菊川河口部

（0.0～0.8k）
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） ヒモハゼ トビハゼ

※河川水辺の国勢調査結果を整理。

※河川水辺の国勢調査結果を整理。
※H8～H13（調査地区を設定）とH18～H28（1km ピッチで連続的に観察）では調査
方法が異なるため、その前後での個体数の比較は行わない。

○ 個体数が増加

○ 継続的に生息
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治水と環境の両立を目指した掘削 【菊川下流部（0k～5k）】 菊川水系

○ 河道掘削においては、多様な生物が生息・生育・繁殖する河川環境を保全・創出することを基本方針とする。

○ 断面形状を工夫することで、下流部に現存する干潟およびヨシ原が一体となった水際環境を保全・創出を図る。
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2.4k

干潟・ヨシ原

干潟・ヨシ原
2.8k
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菊川計画高水流量図
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【変更】
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菊川下流部の水際環境（干潟・ヨシ原）

掘削箇所における環境保全・創出の概念図（菊川1.0kの例）

○ 朔望平均干潮位～朔望平均満潮位の掘削高とすることや、現状のヨシ原・干潟の掘削
回避などの工夫を行うことで、ハゼ類やオオヨシキリが生息する干潟およびヨシ原環境
の保全・創出を図る。

掘削場所における環境の保全・創出



河川環境の整備と保全 生態系ネットワークの形成 菊川水系

○ 河川改修以前の菊川は、地元住民の夏の遊び場として、またニホンウナギやフナ類といった多様な自然環境を持つ河川として親しみを持たれていた。

○ 現在の菊川流域では、床止工等の横断工作物がニホンウナギ等の回遊を阻害していると考えられる。また、河道掘削による水際植生（ヨシ原等）の喪失が懸念
されている。

○ 河川改修に合わせて、 河川の縦断方向、横断方向の連続性を確保し、かつ多様な水際環境を保全・創出することにより、ニホンウナギやフナ等の移動する魚類
や多様な水際環境に依存する生物（鳥類のオオヨシキリ等）が支障なく移動・生息・繁殖できる生態系ネットワークを形成する。

○ これにより流域全体の生物多様性の向上を目指すとともに、新たに地域の環境の学習の場や共同モニタリングなどを通じた地域活性化を推進する。
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生態系ネットワークの形成

回遊魚であるニホンウナギ、横断的に移動するフナ類、ヨシ原を繁殖場
とするオオヨシキリを指標種とし、生息環境の保全・創出を図る。

指標種の保全を通じて、菊川水系全体に
おける生物多様性の向上を目指す。

多様な生物環境の存在を活用した地域
活性化の取り組みを推進する。
例： 環境学習の場の創出

地域との協働モニタリング

環境学習やイベントによる地域活性化

河道掘削とあわせ
て、床止工の撤去
もしくは改築するこ
とにより落差解消

単断面化に伴う
水域の拡幅に
伴って、水際植
生を保全・創出

○ 改築の際、床止めによる落差が
大きい場合は、魚道の設置や床
止め構造の工夫（例：自然石を活
用した緩傾斜とする）等により、ニ
ホンウナギなどの回遊魚が移動
できるよう落差の解消に努める。

回遊魚（ニホンウナギ等）の
縦断的な移動性を向上

ニホンウナギ

下流域で特徴的な環境で
ある干潟・ヨシ原の保全

多様な水際環境に依存する生物
（オオヨシキリ等）の生息環境を
広域的に保全

ヨシ原

オオヨシキリ

○ 河道を横断的に広く確保し、自然の
営力による土砂堆積等を期待する。

○ 護岸前面の土砂を確保する。
○ 画一的な断面形状を避ける。

多様な水際環境を利用する生物（ニホン
ウナギ等）の生息環境を広域的に創出

（参考）寄洲や中洲の
形成を図った事例

※多自然川づくり優良事例集「多自然川づくりのすがた」より

水田

水田

自然石を活用した魚
道等による水田等と
の落差解消

小川や水路を利用する魚類（フナ類
等）の横断的な移動性を確保

指標種：フナ類

（参考）自然石を活用した
緩傾斜の落差工

※多自然川づくり優良事例集「多自然川づくりのす
がた」より



河川環境の整備と保全 床止めの撤去、改築等による縦断的な連続性の確保

○ 菊川では、過去から捷水路や引堤による蛇行河川の直線化による河道整備に伴い、河床の安定化を目的とした床止めが連続的に設置されている。

○ 今後、河川整備計画に基づき、河道整備を進める段階において、流下能力の確保と河道安定性の観点で縦横断形状の検討を行い、床止め存置の必要性について確
認していく。

○ 引き続き床止めを存置する区間においては、魚道設置により魚類などの上下流移動が可能となり、縦断的な連続性が確保される。

○ また、床止めを撤去する区間においては、床止め撤去後の縦断的な環境変化に対応するため、澪筋に変化を持たせるとともに捨石を配置するなど、回遊魚の一時的な
避難場所となる場を創出することで、ニホンウナギなどの回遊魚が移動できる縦断的な環境回復が期待できる。

菊川河床縦断図

菊川水系

環境の創出方針

○ 拡幅に伴い、現況の床止めを改
築する。

○ 床止めによる落差が大きい場合
は、魚道の設置や床止め構造の
工夫（例：自然石を活用した緩傾
斜とする）等により、ニホンウナギ
などの回遊魚が移動できるよう落
差の解消に努める。

河床変動の将来予測
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撤去する場合の考え方

現在の床止めの様子

河床変動の予測
距 離 標区間

計画波形(1洪水)長期

護岸への影響なし安定化傾向0.0k ～ 5.0k①

護岸への影響なし安定化傾向5.0k ～ 10.0k②

護岸への影響なし河床低下傾向10.0k ～ 14.2k③

護岸への影響なし安定化傾向14.2k ～ 17.6k④

今後、河川整備計画に基づき、河
道整備を進める段階において、流
下能力の確保と河道安定性の観
点で縦横断形状の検討を行い、床
止め存置の必要性について確認

改築する場合の考え方

○ 床止め撤去後の縦断的な環境変
化に対応するため、澪筋に変化
を持たせるとともに捨石を配置す
るなど、回遊魚の一時的な避難
場所となる場を創出することによ
り、ニホンウナギなどの回遊魚が
移動できる縦断的な環境回復に
努める。 49



河川環境の整備と保全 特定外来生物等への対応 菊川水系

外来植物群落の経年変化 外来魚類の確認状況
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特定外来生物の確認状況

魚類（2種） ：ブルーギル、オオクチバス

（ブルーギル、オオクチバスは平成6年から継続確認）

植物（4種） ：アレチウリ、オオフサモ、オオカワヂシャ、オオキンケイギク

（オオカワヂシャは平成29年に新規確認、オオキンケイギクは平成9年
から継続確認）

両生類（1種）：ウシガエル（平成7年から継続確認）

令和5年にシナダレスズメ
ガヤ群落、タチスズメノヒエ
群落が増加

牛淵川・丹野川の一部
区間で分布拡大

減少傾向

一部区間では継続的
に確認されている。

○ 外来植物群落について、菊川水系ではセイタカアワダチソウ群落が最も多く確認されているが、近年は減少傾向にある。次いで、シナダレスズメガヤ群落、タチ
スズメノヒエ群落が多く確認されている。これらの2群落は令和5年に増加している。

○ 外来魚類について、近年は全体的に減少傾向にあるものの、特定外来生物のオオクチバスは経年的に確認されている。

○ 特定外来生物として、魚類2種、植物2種、両生類1種が確認されている。

○ 在来生物への影響が懸念される場合は、関係機関と連携し、適切な対応を行う。
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参考：シナダレスズメガヤ群落の
分布箇所について



⑥総合的な土砂管理についての検討

由良川水系
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⑥総合的な土砂管理 ポイント
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○ 山地領域では、静岡県により砂防堰堤が7基整備されており、大規模な土砂災害は発

生しておらず、土地利用状況や衛星画像からは、土砂生産が急速に増加するような状

況にはないと判断できる。

○ 河道領域では、床止工により河床の安定化が図られており、河床変動は比較的少なく、

土砂動態は安定している。

○ 河口・海岸領域のうち、河口部では、河口砂州のフラッシュが確認されており、フラッシ

ュと砂州の形成を繰り返している。海岸領域の海岸汀線は大きな変動は見られず、安

定している。

○ 今後は、流下能力が不足する区間において河道掘削等を実施することから、引き続き

河床高や河口砂州の形成等の定量的な把握、適切な維持に努めるとともに、気候変動

の影響においても、流域及び河口部の土砂移動に関する調査研究や必要な対策につ

いて、関係機関と連携を図りながら進め、現況河道を基本とした河道計画により今後と

も水系全体の土砂のバランスを維持することとする。

菊川水系



○ 山地領域では、静岡県により砂防堰堤を7基整備しているが、過去に大規模な土砂災害は発生しておらず、明確に判断できる大規模な斜面崩落や荒廃地も見ら
れないことから、土砂生産が急速に増加するような状況にはないといえる。

○ 河道領域では、流域内で砂利採取は実施されておらず、出水や改修による多少の局所変動は見られるものの、上流から河口まで、全川に渡り、河床変動は比
較的少なく、土砂動態は安定している。

○ 河口・海岸領域では平成10年9月洪水や令和元年10月洪水をはじめとして、河口砂州のフラッシュが確認されており、フラッシュと砂州の形成を繰り返している。
海岸領域の海岸汀線は大きな変動は見られず、安定している。

○ 今後は、流下能力が不足する区間において河道掘削等を実施することから、引き続き河床高や河口砂州の形成等の定量的な把握、適切な維持に努めるととも
に、気候変動の影響においても、流域及び河口部の土砂移動に関する調査研究や必要な対策について、関係機関と連携を図りながら進め、現況河道を基本と
した河道計画により今後とも水系全体の土砂のバランスを維持することとする。

 菊川河口部は、沿岸漂砂に伴う河口閉塞を解消するため、導流堤
の整備を実施。
（左岸導流堤は平成6年完成、中導流堤は平成9年完成）

 この結果、澪筋が左岸側に固定され右岸寄りに河口砂州が形成さ
れており、河口砂州のフラッシュと形成を繰り返している。

 菊川の海岸汀線に大きな変化は見られず、安定している。

 菊川では、洪水をできるだけ早く河口部まで流下させるよう捷水路を
整備しており、河床の急勾配化による既設の低水護岸基礎等の洗
掘防止のため床止工を設置している。

 菊川において砂利採取は行われていない。
 低水路平均河床高は、近年は河口部～5.0kで河道整備の実施によ

り、河床が低下傾向にある。一方で、6.0kより上流は、経年的に大き
な河床変動は見られない。

 出水や改修による多少の局所変動は見られるものの、上流から河
口まで、全川に渡り、河床変動は比較的少なく、土砂動態は安定し
ている。

総合的な土砂管理 流域の概要

 流域内には、静岡県により砂防堰堤が７基整備されている。

 菊川水系では過去に大規模な土砂災害は発生しておらず、明確に
判断できる大規模な斜面崩落や荒廃地も見られないことから、土
砂生産が急速に増加するような状況にはないといえる。
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⑦流域治水の推進

由良川水系
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⑦流域治水の推進 ポイント 菊川水系

○ 菊川水系では、令和2年7月に掛川市、菊川市、静岡県、国土交通省から構成される

「菊川流域治水協議会」が設置され、令和3年3月までの間に3回協議会を開催し「菊川

水系流域治水プロジェクト」を策定した。

○ 令和3年8月、新たに「遠州流域治水協議会」が設置され、「菊川流域治水協議会」 と

「天竜川（下流）流域治水協議会」の2つの水系の協議会が統合された。流域治水プロ

ジェクトはより総合的なものとなり、毎年各1回、これまでに4回開催された。

○ 令和6年3月の遠州流域治水協議会では、気候変動による降雨量の増加による甚大な

水災害リスクへの対策として、新たに「流域治水プロジェクト２．０」を策定した。

○ 「流域治水プロジェクト２．０」の新たな対策として、気候変動を踏まえた河道掘削等の

ハード面の整備に加え、立地適正化計画に基づく防災指針の作成、企業と連携した流

域治水・水害リスクの普及啓発活動、浸水センサー設置などを追加した。

○ 菊川水系牛淵川支川の黒沢川流域は浸水常襲地帯であり、今後の被害軽減のため、

令和7年3月31日に特定都市河川に指定され、流域水害対策計画策定に向けて検討を

実施している。



流域治水に係る取組 【菊川水系流域治水プロジェクト】（開催状況） 菊川水系

○ 菊川水系では、流域治水を計画的に推進するため「菊川流域治水協議会」を設立し、令和3年3月に「菊川水系流域治水プロジェクト」を策定した。

○ 協議会においては、治水計画を「気候変動による降雨量の増加などを考慮したもの」に見直し、集水域と河川区域に留まらず、氾濫域も含めて流域全体のあら
ゆる関係者が協働して水災害対策に取り組めるよう協議した。大臣管理区間においては、戦後2番目の平成10年9月洪水を安全に流し、それを上回る戦後最大
の昭和57年9月洪水と同規模の洪水に対して堤防からの越水を回避し、流域における浸水被害の軽減を図ることを目指した。

○ 地域の特性を生かし、水田の多い与惣川流域は水田貯留を実施した際にある程度の効果が見込まれると考え、モデル地区に選定された。

■事務所、関係機関、関係部局の総動員による流域治水協議会を開催。
■流域治水を計画的に推進するための協議・情報共有を行った。
■与惣川流域における水田貯留（田んぼダム）の実施を計画し、農業従事者に

対する説明会を行い、実証試験の実施に承諾を得た。
■実証実験で得られた知見をもとに、流域内で水田貯留の実施を推進していく

予定である。

菊川流域治水協議会の開催状況・取組 菊川水系流域治水プロジェクトの内容

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
・河道掘削、堤防整備、横断工作物（床止め、堰など）の改築
・堤防舗装工、護岸工、河道付け替え工
・水門整備
・水田貯留等
・森林・治山施設の整備
・公共用地等を活用した雨水貯留施設の検討
・砂防施設等の整備 等

■被害対象を減少させるための対策
・頻発、激甚化した自然災害に対応した「安全なまちづくり」に向
けた取り組みを検討 等

■被害の軽減・早期復旧・ 復興のための対策
・早期復旧に備えた対策（防災拠点の整備等）
・堤防決壊時の緊急対策シミュレーションの実施
・水害リスク空白域の解消
・ハザードマップの周知および住民の水害リスクに対する理解促
進の取り組み
・要配慮者利用施設における避難確保計画の作成促進と非難の
実行性確保
・国、県、市が連携したタイムラインの運用
・国、県による洪水ハザードマップの作成支援
・宅地建物取引業団体への水害リスク情報等の説明
・危機管理型水位計、簡易型河川監視カメラの設置
・洪水予測などのプッシュ型情報提供
・住民、教育機関等への防災・減災知識の普及啓発活動
・マイタイムラインの作成推進 等

開催状況

※「菊川流域治水協議会」 は、「天竜川（下流）流域治水協議会」と統合し、令和3年8月5日に「遠州流域治水協議会」を設置

協議会メンバー議事内容日時協議会

浜松市、磐田市、袋
井市、掛川市、菊川
市、森町、設楽町、東
栄町、豊根村、静岡
県（浜松土木事務所、
袋井土木事務所、西
部農林事務所、中遠
農林事務所）、愛知県
（新城設楽建設事務
所、新城設楽農林水
産事務所）、農林水産
省（林野庁 関東森林
管理局 天竜森林管
理署）、国土交通省
（浜松河川国道事務
所、気象庁 静岡地
方気象台）、（国研）森
林研究・整備機構森
林整備センター静岡
水源林整備事務所
（令和4年度 遠州流
域治水協議会）

・菊川流域治水協議会規約について
・今後のスケジュールの確認
・リーディング地区の選出について

R2.7.20
第１回
菊川流域
治水協議会

・菊川流域治水プロジェクトに向けて中間とりまとめの確認
R2.9.24

（書面開催）

第２回
菊川流域
治水協議会

・菊川流域治水協議会規約改定について
・流域治水協議会の取組状況について
・流域治水プロジェクトの策定について

R3.3.29
第３回
菊川流域
治水協議会

・流域治水プロジェクトの追加変更について
・流域治水対策の実施状況・フォローアップについて
・流域治水プロジェクトに係る情報提供について

R4.3.15
令和３年度遠
州流域
治水協議会

・流域治水協議会の取り組み状況の報告・フォローアップ
・流域治水プロジェクトの追加変更
・流域治水対策推進にあたっての課題
・流域治水プロジェクト取り組み推進に向けての対応方針

R5.3.3
令和４年度遠
州流域
治水協議会

・遠州流域治水協議会規約改定について
・流域治水協議会の検討方針
・方針に基づく今年度の実施事項

R6.3.25
令和５年度遠
州流域
治水協議会
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流域治水の推進 【菊川水系流域治水プロジェクト２．０への更新】 菊川水系

○ 菊川水系と天竜川（下流）水系の2つの協議会は統合され、「遠州流域治水協議会」が設置された（令和3年8月第一回開催）。様々な対策でプロジェクトの一層の充実を図り、「令和5年度遠州流域治水
協議会」において、 「流域治水プロジェクト２．０の取り組み推進」を提案し、了承された。

○ 大臣管理区間においては、気候変動（2℃上昇）下でも目標とする治水安全度を維持するため、整備計画で目標とする戦後2番目に大きい平成10年9月洪水（秋雨前線）に対し、2℃上昇時の降雨量増加
を考慮した、雨量1.1倍となる規模の洪水を安全に流下させることを目指す。

○ 新たな対策として、気候変動を踏まえた河道掘削等のハード面の整備に加え、立地適正化計画に基づく防災指針の作成、企業と連携した流域治水・水害リスクの普及啓発活動、浸水センサー設置など
を追加。

○ 浸水被害が頻発している支川の黒沢川流域では、気候変動による降雨量の増加や市街地の拡大に伴う保水力の低下などの新たな課題を踏まえ、将来に渡って安全な流域を実現するため、令和7年3
月31日に特定都市河川に指定され、流域水害対策計画策定に向けて検討を実施している。
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流域治水の推進 【菊川水系流域治水プロジェクト グリーンインフラ】 菊川水系

○ 菊川流域は、自然資源や丘陵地と茶畑ののどかな景観を有しており、カワラヒワをはじめ多くの野鳥が生息することで知られ、鳥獣保護区に指定されている。河
口部干潟は餌場となり多くの水鳥の越冬地になっているなど、豊かな生物の生息場となっている。

○ 水際の河岸整備にあたり、間隙を設け河岸植生が形成されやすい水辺空間を創出したり、地方公共団体や地域住民との連携のもと、まちと水辺が融合した良
好な空間の創出に向けて多自然川づくりによる環境を創出するなど、自然環境が有する多様な機能を活かすグリーンインフラの取り組みを推進する。

●グリーンインフラの取り組み『地域住民や関係機関等と連携した水辺空間の利用・創出』
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